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文序

日頃、仙台市の文化財保護行政に対しまして多大のご協力を

いただき、担当する仙台市教育委員会にとりましては、誠に感

謝にたえません。

富沢地区および蕉川の流域は、区画整理の完了や昨年 7月 の

高速鉄道 (地下鉄)の開通により、急速に開発、市街化が進ん

でおり、仙台市南部の副都心として生まれ変わろうとしており

ます。こうした動きのなかで、開発に伴う発掘調査が頻繁に行

われ、さまざまな先人文化が解明されてきております。その反

面、遺跡の保存に関する諸々の問題が露呈していることも事実

であり、文化財保護の課題となっていることも否めないところ

であります。

さて、この度発掘調査いたしました下ノ内浦遺跡は、その周

辺も含めてこれまでにも縄文時代以来の先人の生活の痕跡が、

重層的に残されてきた地域であります。今回の調査におきまし

ても、縄文時代から近世にいたる生活の痕跡が発見され、魚川

流域における人間の営みの歴史を解明するための一助 となる成

果が得られました。こうした文化遺産を後世に継承し活用して

いくことは、新時代を迎えようとしている仙台市の「まちづ く

り」に欠かせない大切なことであります。今後 とも市民の皆様

のご支援 とご協力をお願い申し上げまして、刊行のご挨拶とい

たします。

最後になりましたが、調査と整理に参加された皆様 と、本書

の作成にあたりご助言、ご指導くださいました各位に心から感

謝いたします。

昭和63年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤  井 黎
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1。 本書は、みやぎ生活協同組合の店舗建設に伴う下ノ浦遺跡の第 3次発掘調査報告書である。

2.本書の執筆・編集には渡部 紀があたり、ガWil淳―が補佐した。

3.植物遺体の同定を星川清親氏・庄司駒男氏 (東北大学農学部作物学教室)、 人骨の鑑定を高橋 理氏 (東北

大学考古学研究室)、 石器の石材鑑定を佐々木 隆氏 (仙台市科学館)に依頼した。

4.本書の第 1図の地形図は、国土地理院発行 5万分の1「仙台」を使用した。

5。 本書に収録した記録・遺物は仙台市教育委員会が保管している。

6。 発掘調査および報告書作成にあたり、次の方々の助言を得た。

豊島正幸 (東北大学理学部地理学教室)斎藤吉弘 阿部 恵 相原淳一 古川―明(宮城県文化財保護

課)藤 沼邦彦 (東北歴史資料館)丹 羽 茂 (多賀城跡調査研究所)次 山 淳 (京都大学文学部)高

橋勝也

例

1.方位は真北を示す。磁北は真北から7° 20′西偏する。

2.基本層位はLIoH・ コI……、遺構内堆積土は21・ 2・ 3……と略称する。

3.土色の記載にあたつては、「新版標準土色帳」(小山。竹原 1973)を使用した。

4.遺構の焼け面 。土師器の黒色処理・礫石器の磨面・石器の焼けはじけはスクリーン・ トーンで示した。

5.土層断面図の数値は標高を示す。

6.遺物登録にあたつては以下の記号を使用した。

A.縄文土器    B.弥 生土器  C.土 師器 (非ロクロ)  D.土 師器 (ロ クロ)

E.須恵器     F.平 瓦    I.陶 器         J.磁 器

K.石器・石製品  P.土 製品

凡
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1 調査に至る経過

I章 調査の概要

1.調査に至る経過

昭和57年12月 9日、みやぎ生活協同組合より仙台市教育委員会に店舗建設にともなう発掘通

知が出された。場所は下ノ内浦遺跡地内であり、昭和57年に仙台市教育委員会の調査した地点

の南にあたる。協議の結果、記録保存のための発掘調査を昭和62年 4月 より行なうこととした。

2.調査要項

遺 跡 名 下ノ内浦遺跡 (C-300)

所 在 地 仙台市長町南 4丁目32

調 査 面 積 1000m2

調 査 主 体 仙台市教育委員会

調 査 担 当 仙台市教育委員会文化財課調査係

担当職員 小川淳一 渡部 紀

調 査 期 間 野外調査 昭和62年 4月 18日～10月 2日

整理作業 昭和62年12月 14日～昭和63年 3月 26日

調査参加者 菅井君子 斎藤とき子 森節子 竹森永源 清水昭子 小林英子 浅野とく子

川地モ トヨ 井上福子 今福三良子 相原明 八津尾勝正 板橋実 伊藤秀男

森常治 阿部高子 阿部ミノル 佐藤よし江 嶺岸光子 阿部幸夫 菊地旭

武田萬 村井二郎松 菅井妙子 鈴木よしゑ 板橋みつよ 小野ヒサコ

大沼勇 渡辺節子 阿部あき子 加藤けい子 佐藤静子 佐藤久恵 鈴木和佳子

森谷いずみ 佐野弘 山内昌弘 須藤一 岩測信博 吾妻俊典 高木晃

整理参加者 吾妻俊典 森忠一 二瓶憲生 松崎博 坂本康裕 佐々木晃子 桜井美枝 伝藤

知里

3.遺跡の位置 と自然的環境

(1)遺跡の位置

下ノ内浦遺跡は、国鉄長町駅の南西約1.5km、 地下鉄富沢駅の北東約500mの地点に位置して

いる。従来、畑・水田であったが、昭和48年以降の土地区画整理の際に盛土され整地された。

周辺は畑 。水田が若千残るものの大部分は住宅地となっている。

12)自然的環境

仙台市域の地形は北部から西部にかけての丘陵と東部の海岸平野とに大別される。丘陵部か
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ら海にむかい、七北田・広瀬・名取の河川が東流している。中でも、広瀬川と名取川にはさま

れた地域は郡山低地 と呼ばれ、その中央部を太白山に起源をもつ魚川が山流している。郡山低

地の基盤は広瀬・名取川の供給した礫層であるが、その後の堆積状況は場所により異なってい

る。両河川から遠い富沢付近では泥炭層の発達がみられているが、河川に近づ くと砂・ シル ト

が主体となる堆積状況である。下ノ内浦遺跡の立地している地形は、気川の自然堤防上にあた

り、その堆積物は名取川・魚川の洪水堆積物である砂・シル トを主体 としている。現標高は■～12

mである。

参考 :豊島正幸 (1987)「富沢遺跡周辺の地形と土地条件の変遷」仙台市文化財調査報告書第98集『富沢』

P4～ 8

4.歴史的環境

当遺跡周辺には数多くの遺跡があり、それぞれからは各時代の遺構・遺物が重層的に発見さ

れている。当遺跡を中心とする地域の歴史を概観してみる。

生活のはじまり

仙台市内で最も古い人間生活の痕跡は、丘陵部に近い段丘上の山田上ノ台90・ 北前遺跡90か

ら発見された旧石器であり、 3万年以前の前期旧石器時代にさかのぼる。当遺跡周辺では下ノ

内浦遺跡 (昭和58年度)で縄文時代早期の、日計式押型文の時期の陥し穴と竪穴遺構が見つかつ

ており、最も古い人間活動の痕跡である。早期後葉は、山口遺跡121で上器が出土している。前

期には丘陵の三神峯遺跡90が前期初頭の集落跡と考えられるものの、沖積地では遺構は検出さ

れていない。下ノ内浦遺跡 (昭和58年度)で大木5b式の上器片が出土している。中期初頭には

上野遺跡QOに集落が営まれ、続いて大木8b式期に六反田遺跡(0に住居がつくられる。以後、後

期中葉宝ヶ峯式期まで、六反田・下ノ内(D・ 下ノ内浦・山口。伊古田(8)遺跡といつた、魚川の

自然堤防上に立地する遺跡で多量の遺構・遺物が残されている。しかし、その後は、遺物の量

も減り、遺構も発見されなくなる。

稲作の導入

当遺跡周辺に稲作が導入された時期については不明であるが、桝形囲式期以前にさかのばる

ことが富沢遺跡(3)の調査成果により明らかにされている。また、富沢遺跡では弥生時代以降現

代に至るまで水田が作られ続けてきたことが確かめられている。だが、弥生時代に稲作を行なっ

た人々の日常生活の痕跡は少ない。下ノ内浦遺跡 (昭和57年度)での十三塚式期あるいは天王

山式期の墓墳の発見や、下ノ内・六反田・山口遺跡での上器の出上があげられる程度である。古

墳時代には、六反田・下ノ内・伊古田 。泉崎浦(4)遺跡に住居跡がみとめられる。また、当遺跡

の南東部の六反田遺跡を含めた地域には大野田古墳群住0があり、現在まで 9基の円墳が確認さ
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

第 1表 遺跡地名表
番号 遺 跡 名 地 時 代 番号 遺 跡 名 一立 地 時 代

1 下 ノ内浦 遺 跡 自然堤防 縄文～平安 21 北 前 遺 跡 段 丘

2 山 口 遺 跡 自然堤防 。後背湿地 争曇暫■翌望 :密毎 富 沢 窯 跡 丘陵斜面 古墳・奈良・平安

3 冨 沢 遺 跡 後背湿地 縄文～近世 三 神 基 遺 跡 段丘 縞文 (早 。前 )

4 泉 崎 浦 遺 跡 自然堤防・後背湿地 縄文・ 古墳・ 平安 。近世 土 手 内 窯 跡 丘陵斜面 古墳末～奈良

5 袋 東 遺 跡 自然堤防 古墳・ 平安 裏 町 古 墳 段丘 古墳

6 六 反 田 遺 跡 自然堤防 響番聟著曽許響馨
‐必生

金 洗 沢 古 墳 段丘 古墳

7 下 ノ 内 遺 跡 自然堤防 縄文 (中・後)・ 弥生・平安 27 三 塚 古 墳 後背湿地 古墳

8 伊 古 田 遺 跡 自然堤防 古墳・ 奈良・平安 ニ ツ沢横 穴 群 丘陵 古墳

9 元 袋 m遺 跡 自然堤防 奈良 。平安 茂 ケ 崎 城 跡 丘陵頂部及び斜面 南北朝～室町

大 野 田 遺 跡 自然堤防・ 後背湿地 縄文 (後期 )・ 弥生 大 年寺 横 穴 群 丘陵斜面 古墳末～奈良

lユ 大 野 田古 墳 群 自然堤防 古墳 愛宕 山積 穴 群 丘陵斜面 古墳末～奈良

12 北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 。後背湿地 奈良・平安 兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳

13 長 町清水 遺 跡 自然堤防 古墳 ? 小 兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳

教 塚 古 墳 後背湿地 古墳 西 台 畑 古 墳 自然堤防 弥生・ 古墳

金 岡八 幡 古 墳 後背湿地 古墳 郡 山 遺 跡 自然堤防・後背湿地 古墳 。奈良

富 沢 館 跡 自然堤防・後背湿地 室 町 北 目 城 跡 自然堤防 室町・ 江戸

船 渡 前 遺 跡 段丘 縄文・ 弥生・奈良・平安 欠 ノ上 I遺豚 古墳・奈良・ 平安

上 野 遺 跡 段丘 縄文 (中 )。 奈良・平安 安 久 遺 跡 自然堤防 弥生～中世

山 田条 里 遺 跡 段丘 奈良～平安 安 久 東 遺 跡 自然堤防

山日上ノ台遺跡 段丘 編?麹手T禁磐).齋 栗  遺  跡 自然堤防 吉墳
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4 前回の調査

れている。さらに山口遺跡北方に教塚古墳住り、富沢遺跡北方に金岡八幡古墳tDが存在し、さら

に沖積地との境界に沿った丘陵上に一塚 。二塚9り 。金洗沢古墳90等、数基の古墳が点在する。

大年山周辺の斜面には横穴墓 (28・ 30・ 31)が群をなしている。

政治的転機

当地域における画期的なできごととして郡山遺跡90の成立がある。これは、 7世紀後半から

8世紀初めにかけての官衛跡であり、中央政権の体制に当地域が組み込まれたことを示すもの

である。民衆の生活にも変化が生じたものと考えられる。奈良 。平安時代には遺跡数も多くな

り、下ノ内・下ノ内浦 。伊古田・山口。六反田遺跡においては住居跡が見つかっており、山口

遺跡では居住域と水田がセットで見つかっている。また、富沢遺跡の平安時代の水田跡では、

真北方向の大畔がみとめられ、一定の企画性を読み取れる。中世以降は遺跡の調査例が少なく

不明な点が多い。富沢館跡QO、 茂ケ崎城跡90、 北目城跡00等の遺跡があるが詳細は不明である。

富沢遺跡では水田跡の他に中世の屋敷跡や濤跡が発見されている。近世にはいると当遺跡は富

沢村に含まれる。

以上のように見てくると、稲作の導入以降、富沢遺跡では水田がつくられ、本遺跡を含む魚

川の自然堤防上には集落が営まれるという土地利用が近年まで続けられてきたといえよう。こ

のような景観が変化したのは昭和48年以降の土地区画整理による宅地化の開始であり、今後は

仙台市の副都心として都市化が進んでいくと考えられる。

5。 前回の調査

下ノ内浦遺跡ではこれまで三度にわたる調査が行なわれている。 (第 3図 )

1次調査 みやぎ生活協同組合の倉庫建設に先立ち、昭和57年 7月 から9月 にかけて調査が行

なわれた。 I区からは平安時代以降の上坑・ ピット、平安時代以前の河川跡が検出され、土師

器・須恵器・中世陶器 。青磁が出土している。H区からは、奈良時代の住居跡・濤跡 。掘立柱

建物跡、平安時代以降の濤跡・掘立柱建物跡・土坑、時期不明の濤跡・土坑・竪穴遺構・ ピッ

ト・河川跡が検出されている。出土遺物には、石器・縄文土器・弥生土器・土師器 (塩釜式・

国分寺下層式・表杉ノ入式)・ 須恵器・赤焼土器・土錘がある。H区は今回の調査区の北側に位

置するが、基準杭の位置を確認できず、正確につなげることができなかった。今回の調査では、

H区に連続すると考えられる遺構も確認されている。

2次調査 高速鉄道南北線の建設に先立ち、昭和58年 4月～12月、昭和59年 4月～12月 の2ヶ

年にわたる調査が行なわれた。検出された遺構は、平安時代の水田跡。住居跡・掘立柱建物跡・

柱列・濤跡・小濤状遺構群、平安～弥生時代の小濤状遺構群・ ピット、奈良時代の住居跡、弥

生時代の竪穴遺構・土坑・墓娠 (石包丁副葬)。 濤跡・ピット、縄文時代後期 (南境式)の配石



I章 調査の概要

墓、縄文時代早期 (日計式)の陥し穴、奈良時代以降の河川跡がある。遺物には、石器・縄文

土器 (日計式 。大木5b式 。南境式)。 弥生土器 (十三塚式・天王山式)。 土師器 (国分寺下層式・

表杉ノ入式 )・ 須恵器 。炭化米等がある。

註)1次調査 :仙台市文化財調査報告書第59集

2次調査 :仙台市文化財調査報告書第69集

仙台市文化財調査報告書第82集

仙台市文化財調査報告書第89集

『下ノ内浦遺跡』(1983)

『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報III』 (1984)

『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ』(1985)

『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報V』 (1986)

6.調査の方法 と経過

調査区は店舗設計図に合わせ、東西40m。 南北25mの広さに設置した。北側隣地との境界杭

を基準とし、南に18mの地点をグリット基準点とし、 3m方眼のグリッドを設定した。また、

グリッド基準点を0と し東にEl・ 2・―・・、南にSl・ 2……と水糸番号をつけた。ベンチマー

クは千刈田公園内にある測量水準点血76、 12.0212m(仙台市環境公害部設置)か ら移動した。

遺構の掘り込みにあたつては三分法 。四分法を用い掘り下げた。図化にあたっては原則 として

1/20で実測し、一部1/40。 1/100で実測した。写真は351111n。 6× 7版白黒・カラーリバーサルで

撮影した。

調査には4月 18日 より入ったが、盛土とアスファル ト舗装があつたため重機を用いてそれら

を除去した。 4月 27日 より作業員を導入し遺構の確認 。掘り込みを行なった。 1号河川跡とL

ⅥⅡ～ L�の除去にあたっては土量が多いため重機を用いたが、それ以外の層は人力で掘り下げ

た。調査の間、 6月 25日 に大野田小学校 6年生 3ク ラスの見学会、 7月 15日 に同校歴史地理ク

ラブの発掘体験学習を行なった。

調査区を国土座標に位置づけるため測量を行なった結果は以下の通りである。

平面直角座標系X

NOS   X=-198251.63  E3-S12 X=-198263.65

Y= +3677.80        Y三  十3680.63

E9-S9 X=-198260,70  E15-S9 X=-198260.85

Y= +3686.65        Y三  十3692.70

調査区のグリッド南北軸は、国土座標X軸から約 1度東偏する。
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Ⅱ章 調査の成果

Ⅱ章 調査の成果

1.基本層序 (第 4図 )

調査区南半は厚さ50cm程の盛上がされ、北半はlm程削られている。盛土下の基本層序につ

いて説明する。

I層 明オリーブ灰色シルト。酸化鉄粒が点々と混じる。層厚約30cm。 旧水田耕作土。

H層 淡黄橙色砂質シルト。酸化鉄 。マンガンの集積層。層厚15～20cm。

Ⅲ層 暗灰黄色シルト。マンガン粒が混じる。層厚約30硼。上面より住居跡、掘立柱建物跡、

1号河川跡が検出される。層中からはロクロ不使用上師器、須恵器が出上している。

Ⅳ層 貢褐色シルト。Ⅲ層に比べ砂粒が多い。層厚約50cm。 層中より弥生土器、縄文土器が出

上している。

V層 黒褐色粘土。上層は暗灰黄色である。層厚15～ 30cm。 上面より柱穴、濤跡が検出される。

また、小ピットが多数検出されたがいずれも不整形で柱痕跡なく、人為的なものではな

いと判断した。層中より弥生土器、縄文土器 (晩期)が出上している。

Ⅵ層 にぶい黄色シルト。層厚約10cm。 層中より縄文土器 (後期)、 石器が出上している。

Ⅷ層 黄褐色シルト。層厚20～30帥。層中より縄文土器 (後期)、 石器が少量出上している。

ⅥⅡ層 明黄褐色砂質シルト。やや明るい土が斑状に混じる。層厚30～ 40cm。 上面より2号河川

跡が検出される。

Ⅸ層 明黄褐色砂質シルト。層厚30～50cmで、南にむかい厚くなる。

X層 にぶい責色砂質シルト。層厚約30cmで、北半部にのみ分布する。

�層 明黄褐色砂質シルト。層厚約30側。

�層 南部はオリーブ褐色、北にむかうにつれ次第に灰オリーブ色になる粘土。粘りは強い。

層厚約30cm。 上面より上坑が検出される。層中より縄文土器 (早期)、 石器が出土してい

る。

�I層 緑灰色および暗オリーブ色粘土。�層に比べたいへん堅 くしまっている。層厚10～ 15cm。

上面より上坑、集石が検出される。層中より縄文土器 (早期)、 石器が出上している。

�V層 緑灰色砂。たいへん堅くしまる。上から約20cmま では細砂、その下は粗砂である。

�層以下については、次第に砂の粒径が大きくなり、標高 7m前後で砂礫層となる。
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10m

9m
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10m

9m

8m
S=1/80

コンクリー ト

2号河 )キ I跡  1

基 本 層 序

色 調 土  性 備 考

I 明オ リープ灰色 2 5GY7/1 酸化鉄が混じる

淡 黄 橙 色 10Y R8/8 酸化鉄層

皿 階 灰 責 25Y5/2 ン ル ト マンガン粒わずかに含む

黄  褐 25Y6/4 砂質シル ト 砂粒多 くジャリジャリする

黒  褐  色 25Y3/1 粘  土 粘 りつよヤ

に ぶ い 黄 色 25Y6/4 シ ル ト

Ⅶ 黄  褐  色 25Y5/4 シ ル ト

WIl 明 黄 褐 色 10Y R6/8 砂質シルト 25Y7/6と 混在
明 責 褐 色 25Y7/6 秒資シル ト

に ぶ い 黄 色 25Y6/4 砂賓シル ト

明 責 褐 色 25Y7/6 シルト質砂

�
オ リープ褐 色 25Y4/4 粘  土 (南側 )

灰 オ リー プ色 5Y4/2 粘  土 (北側 )

Xl
緑  灰  色 10GY5/1 粘  土

堅くしまる
暗 オ リー プ色 5Y4/3 粘  上

IW 緑  灰  色 7 5GY6/1 秒 堅くしまる

1号河川跡止層観察表

1号住居跡他土層観察表

色 調 土  性 備 考

1 にぶ い黄 褐 色 10Y R4/3 ン ル ト 炭化物、焼土粒混じる

2 住居跡掘り方輝 +、 LⅥ ととVの混在層

3
明 責 褐 色 25Y7/4 ン ル ト

混 在 層
灰 色 5Y4/1 ン ル ト

焼土 +灰

5
灰 オ リー ブ 色 5Y5/2 ン ル ト

焼上、灰と混在
灰 色 5Y4/1 ンル ト

6
明 責 褐 色 25Y7/4 シ ル ト

混 在
灰 色 5Y4/1 ン ル ト

7

暗 灰 黄 色 25Y5/2

焼土・ 灰 と混在黄 褐 色 25Y5/3

明 黄 褐 色 25Y7/6 シ ル ト

8
灰 責 色 褐 色 25Y4/2 シ ル ト

焼土・灰と混在
責  褐  色 25Y5/4 シル ト

2号河川跡土層観察表

5号溝土層観察表

色 調 土  性 備 考

l に ぶ い 黄 色 25Y6/4 ンル ト
2 暗 灰 黄 色 25Y5/2 シル ト質粘土

3 黄 灰 色 25Y4/1 粘  土 層部はグライ化

調 色 調 土  性 備 考

1 灰 責 褐 色 10Y R4/2 シ ル ト

浅 黄 色 25Y7/4 シ アレ ト

浅  黄  色 25Y7/4 砂

4 浅 黄 色 25Y7/4 秒

5 白 色 火 山 灰 灰白色火山灰層

にぶ い責 褐 色 10Y R7/4 砂

7 浅  黄  色 2 5Y7 4 砂

灰 オ リー プ色 5Y5/2 砂 灰色粘土プロック混 じる

9 青  灰  色 5B G5/1 砂 灰色粘土プロック混じる

砂  穣 反角粘土プロック混じる

色 調 土  性 備 考

1 黄  褐  色 10Y R5/6 砂質シル ト

2 明 黄 褐 色 10Y R6/6 砂

3 明 責 褐 色 10Y R6/6 砂

4 にぶ い責 褐 色 10Y R5/電 砂

5 明 責 褐 色 10Y R7/6 砂 粒径が最大

6 黒 色 10Y R1 7/1 粘  土 乱れている

明 黄 褐 色 10Y R7/6 砂 25と 同じ

砂  礫

第 4図 基 本 層 序

9・ 10



2 河川跡 とその出土遺物

2.河川跡 とその出土遺物

調査区の南東隅に改修前の魚川が検出された他に、Ⅲ層上面で 1号河川跡、Vlll層上面で 2号

河川跡が検出された。

(1)1号河川跡 (第 5～ 11図、第 2・ 3表 )

〔検出〕HI層上面

〔形状〕 (第 5図) 調査区の南東2/3を 占める。北西岸は検出されたが、対岸は調査区外であ

る。岸は44mに わたり検出され、河川の最大幅は26mでぁる。調査では堆積している砂層を除

去し、礫層を検出し一部掘り込んだ。礫は中央部が高まり、両脇が深 くなる。礫層までの深さ

は、中央部で平均1.6m、 南側で平均 2m、 北側で平均2.3mでぁる。

〔堆積土〕 (第 6図)堆積土は58層に細分されたが、火山灰層の存在や切り合い関係をもとに

6層に大別さヤtる。

A層  1～ 5層の砂層である。河川跡のほぼ全体を覆う。

B層  6～ 12層の砂層である。火山灰層とC層 を切る。

灰白色火山灰層 13・ 14層。13層は火山灰と砂が混じっており、14層は火山灰が主体である。
註 )

10世紀前半に降下した火山灰と考えられる。

C層 13～ 40層の砂層である。岸に近い部分で、えぐり込むように深 くなっている。

D層 41～ 54層の礫層である。径 5 cm以下の礫が主体を占める。

E層 55～ 58層の礫層である。径10cm程の礫が主体を占める。

これらの大別層のうち、DoE層 (礫層)は河川が機能していた時期の河床礫 と考えられる。

A～ C層 (砂層)は河川が機能を停止した (河道が移動した)後の堆積上であり、その中でも

B層の存在は埋没途中で一時的な小河道ができたことを示すと考えられる。D層のうち、B層

直下の礫については、この一時的な小河道に伴う礫とみられる。まとめると大月J層 を古い方か

ら並べると以下のように考えられる。

(河道の存在)   ( 埋  没 )  (小 河道)  (埋  没 )

E層―→ C層下D層―→ C層一→火山灰層―→B層下D層―→ B層―→ A層

註)山田一郎・庄子貞雄 (1980)「宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報

1979』 P,97～ 102

白鳥良― (1980)「多賀城跡出土土器の変遷」『宮城県多賀城跡調査研究所紀要ⅥI』 P。 1～ 38

〔出上遺物〕

縄文土器・弥生土器 。石器については一括して、土師器・須恵器 。陶磁器については層ごと

に記述する。
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2 河川跡とその出土遺物

縄文土器 (第 7図 1～25) 1～ 24は D層、25は A層出上のものである。全体に摩滅が著しい。

1・ 25は外面に条痕が施されており、縄文早期に位置づけられよう。 2は波状口縁で、鎖状隆

線が貼付される。 3は 口縁部が「く」字状に屈曲し、沈線文・盲孔が施される。 4は刺突文、

5。 6は沈線文が施される。 7・ 8は国縁部に縄文原体圧痕文をもつ。11～14は内面に格子状

の沈線文をもつ。16～19は沈線文が施される。23は薄手で小突起をもち、内外面に沈線文をも

つ。24は小形の壺状かと推定される。 2～ 22は、縄文後期前 。中葉に、23は晩期に位置づけら

れよう。24は不明である。

弥生土器 (第 7図26～28) 26は 口唇部に刻目が施され、地文上に沈線文が施される。27は有

段の口縁部であり、28も 口縁部で刻目をもつ段を有する。いずれも、弥生時代後期に位置づけ

られよう。

石器 (第 8図) 1は 有茎石鏃、 2は無茎石鏃であり、 2は裏面にアスファル トが付着する。
3は石錐、 4は石匙破損品である。 5～ 8は不定形石器で、 5は縦長剣片の両縁部と先端部に

パティナの異なる二次力日工が施される。 6・ 8は剣片の先端部、 7は縁部に二次加工を施す。

図示資料の他に微細劉離痕をもつ剣片が存在しているが、自然営力による可能性も高いためと

りあげなかった。

C層下 D層出土遺物

土師器 (第 9図 1～ 4) 1は 甕の上半部破片である。体部はあまり膨らまず、撫で肩の肩部
から直線的に外傾して開く広口のものである。外面は口唇部を横ナデした後全面に縦のヘラケ

ズリを施し、内面はナデが体部では縦位に、口縁から頸部では横位に施される。 2は丸底の邦

で回縁部がやや外反する。外面はヘラケズリ後ヘラミガキ、内面はヘラミガキ、黒色処理が施

される。 3・ 4はロクロ使用の不である。 3は底部全面と体部下端に手持ちヘラケズリが施さ

れており、切り離しは不明である。体部に墨書「及」を持つ。 4は回転糸切り後底部周縁 と体

部下端に手持ちヘラケズリが施される。 3・ 4と も内面はヘラミガキ、黒色処理が施される。

須恵器 (第 9図 5～ 7) いずれも郷である。 5は器高の高いものである。底部は手持ちヘラ
ケズリがされており、切り離しは不明である。6は底部全面から体部下端にかけ回転ヘラケズリ

が施される。 7は底部のみであるが、回転糸切 り痕を持ち、墨書「東」とヘラ記号「×」がある。

遺物の年代 2は国分寺下層式 (奈良時代)にあたる。ロクロ使用上師器および須恵器は、底部
および体部下端に再調整が施されるという特徴をもつ。このことから、2～ 7の土器は奈良時代

からの平安時代初頭 (9世紀中頃まで)に位置づけられる。 1は県内での類例を知らない。器形

の類似するものとしては、北関東地方の弥生時代後期の甕があり、同器形の甕は古墳時代前期五

領式期の甕の中にも存在している (例として、茨城県曲松遺跡出土のものがあげられる)。

註)佐藤次男 (1974)「 曲松集落遺跡」F茨城県史料考古資料編古墳時代』



1章 調査の成果

C層出土遺物

上師器 (第 9図 8) ロクロ使用の高台付不である。内外面ともヘラミガキ、黒色処理が施さ

れる。底部の切り離しは回転糸切りである。

須恵器 (第 9図 9～ 12・ 第10図 1～ 6・ 第11図) 第 9図 9～ 12、 第10図 1～ 3は底部の切 り

離しが回転ヘラ切りの不である。器形は底部から直線的に外傾するものが大部分である。第 10

図 4は切 り離しが回転糸切りの邪で、底部からやや内側に入り込んだ後若干丸味をもって外傾

する。 3・ 4の底部には墨書があり、 3は判読不明、 4は「正」である。第10図 5は蓋である。

扁平な宝珠形のつまみを持ち、天丼部からなだらかに口縁部に至り、口縁端部は下方に折り曲

げられる。天丼部外面上半には回転ヘラケズリが施される。 6は高台付盤で、底部全面には回

転ヘラケズリが施される。内面には沈線が 1条巡る。第11図は甕であり、第10図 1・ 3の野 と

共に出上した。最大径は体部上半にあり、器高より大きい。体部外面には平行タタキの後 5条

の沈線が巡り、内面には青海波文 (同心円状アテロ)が認められる。

土器の年代 C層出土土器は、切り離し技法、器形等の特徴より、奈良時代から平安時代初頭

(9世紀中頃まで)に位置づけられる。

B層下 D層出土遺物 (第 10図 7・ 8) ロクロ使用の土師器邪で、底部の切り離し技法は回転

糸切りで再調整は施されない。器形は底部からやや内側に入った後丸味をもって立ち上がり、

口縁部は7は内弯気味であり、 8はやや外反する。内面はヘラミガキ、黒色処理が施される。

これら不は表杉ノ入式 (平安時代)の ものである。

A層出土遺物 (第 10図 9～12) 9は須恵器不で、切 り離し技法は回転糸切りである。10は赤

焼土器邪である。切り離しは回転糸切り後無調整であり、器形は口縁部が大きく外反し全体に

小ぶりのものである。これらは平安時代に位置づけられる。■は青磁碗である。厚手の底部で、

高台は剣落しており、高台内は露胎である。全体にオリーブ灰色の釉がかかり、見込みには「金

玉満堂」のスタンプ文がある。これは龍泉窯系の青磁とみられ、13世紀から14世紀前半に位置

づけられる。12は陶器片であるが、後述する2号建物跡出上の常滑焼三筋壷と同一個体の可能

性が高い。沈線が 2条引かれており、三筋壺の最下段の沈線部分であろう。沈線幅は、上が 1

1un、 下が 2 1mll、 沈線の間隔は 3 mullである。時期は12世紀頃とみられる。図示できなかったが他

に、瀬戸灰釉瓶子片 (14世紀頃)と志野焼皿片が出土している。志野焼皿は底部に近い部分の

小破片で、白色の釉がかかる。時期は16世紀末～17世紀前半頃である。

〔まとめ〕 1号河川跡の機能していた時期は、C層下D層出土遺物の年代から平安時代初頭か

それ以前と考えられる。そして、C層の遺物と灰白色火山灰の存在から平安時代の前半代には

ほば埋まっていたとみられる。完全に埋没し平坦になった時期は、A層から志野焼皿片が出土

していることから、中世末～近世頃と考えられる。

(陶磁器については、文化財課佐藤 洋の教示による)



2.河川跡とその出土遺物
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番号 層  位 文 様 。 調 整 備 考 登 録 番号 層  位 文 様 。 調 整 備  考 登  録
1 D 層 条痕か (幅 lam) A248 5 D 層 縄文 (LR) 沈線 Al電

2 D 層 隆線→刺突 波状口縁 Al 6 D 層 沈線 A15
3 D 層 沈線 。刺突 D 層 沈線 A16
4 D 層 口唇縄文 (LR)、 刺突 8 D 層 沈線 A17
5 D 層 沈線 9 D 層 沈線、縄文か A18
6 D 層 縄文 (?) →沈線 D 層 網目状撚糸文 (R) A19
7 D 層 原体圧痕 (RL)、 縄文 (RL) A6 21 D 層 沈線、縄文か A20
8 D 層 原体圧痕 (?)、 縄文 (RL) A7 D 層 網代痕 A21
9 D 層 網目状撚糸文 (?) A8 D 層 沈線 内面沈線 A22
D 層 撚糸文 (L) A9 D 層 沈線 A23
D 層 縄文カ 内面沈線 A10 A 層 条痕か (幅 l mm) A249
D 層 撚糸文 (R) 内面沈線 All A 層 口唇キザ ミ、縄文 (LR)→ 沈線
D 層 縄文か 内面沈線 A12 27 A 層 縄文 (Lr)
D 層 紹 文 (?) 沈線 A13 A 層 撚糸文 (R)、 キザ ミ

第 7図  1号河川跡土出遺物 (1)
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号 層  位 器 種 石 材 長 (Hlm) 拒三  (mt) 登 録 写  真
1 D 層 石   鏃 チャート 07 茎部欠損 Kl 32-28

2 D 層 石 23 アスファル ト付着 K2 32-29

3 D 石 岩 37 2 K3 32-30

4 D 石 頁 岩 57 8 34 2 112 下半欠損 K4 32-31

5 D 不 定 形 鉄 石 英 46_2 29 3 18 6 二次加工 は今 て新 しし K5 32-32

6 D 層 不 定 形 珪 質 頁 岩 4 K6 32-38

7 D 層 不 定 形 瑳 質 頁 岩 49 2 36 7 121 21 0 K7 32-34

8 D 層 不 定 形 井 管 輝 灰 24 0 36 0 m.f.あ り K8

剰片 。幅、打面不明のものは最大長を示す

第 8図  1号河川跡出土遺物 (2)



2 河川跡とその出土遺物

,

サ|ィ |ナ |
||サ

1墟
♂

番号 層  位 器 種 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (側 ) 外 面 調 整 内 面 調 整 登  録 写  真

1 C層下 D層 土師器甕 4 ヨヨナデ、ヘラケズリ ナデ 33-9
2 C層下 D層 土師器好 50 ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理 33-1
3 C層下 D層 土師器郷 4 41 手持ちヘラケズ リ、墨書「及 J ヘラミガキ、黒色処理 Dl 33-2・ 3

C層下 D層 土師器不 72 43 回転糸切 り、手持ちヘラケズ リ ヘラミガキ、黒色処理 D2 33-4
5 C層下 D層 須恵器邦 6 56 手持ちヘラケズ リ 33-5
6 C層下 D層 須恵器郭 72 回転ヘラケズ リ

C層下 D層 須恵器不 72 回転糸切 り、墨書 1東 J 33-6
8 C 層 土師器不 41 回転糸切 り、ヘラミガキ、黒色処理 ヘラミガキ、黒色処理 D3 33-7
9 C 層 須恵器杯 回転ヘラ切 り 33-3
10 C 層 須恵器不 13 2 34 回転ヘラ切 り 33-10

11 C 層 須恵鶏雰 回転ヘラ切 り

C 層 須恵器雰 回転ヘラ切 り

第 9図  1号河川跡出土遺物 (3)



Ⅱ章 調査の成果
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番号 層  位 器 種 回径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 登 録 写  真

1 C 層 須 恵 器 邪 (136) (84) 34 回転ヘラ切 り、ロクロナデ ロクロナデ 33-11

2 C 層 須 恵 器 杯 回転ヘラ切 り、ロクロナデ ロクロナデ 34-1
3 C 層 須 恵 器 不 回転ヘラ切 り、ロクロナデ ロクロナデ 34-2
C 層 須 恵 器 不 43 回転糸切 り、ロクロナデ、墨書「正 J ロクロナデ 34-3・ 4

5 C 層 須 恵 器 蓋 32 回転ケズリ、ロクロナデ ロクロナデ

6 C 層 須 恵 器 盤 122 ヘラケズリ、ロクロナデ ロクロナデ

7 B層下 D層 土 師 器 邦 (62) 回転糸切 り、ロクロナデ ヘラミガキ、黒色処理

8 B層下 D層 土 師 器 不 40 回転糸切 り、ロクロナデ ヘラミガキ、黒色処理 34-5
9 A 層 須 恵 器 不 回転糸切 り、ロクロナデ ロクロナデ 34-6
A 層 赤焼土器不 34 回転糸切 り D6 34-7
A 層 青 磁 碗 オリープ灰色 (2 5GY5/1)釉 、貫入あ 高台内露胎 34-9
A 層 陶 器 壷 ナデ、平行沈練 ナ デ 11 34-10

第10図  1号河川跡出土遺物 (4)



2 河川跡とその出土遺物
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竜 ｀ ミ

番号 層  位 器  種 回径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 外 面 調 格 内 面 調 整 登  録 写  真
ユ C 層 須 恵 器 甕 ロクロナデ、平行タタキ→沈線 ロクロナデ、青海渡文 E15 34-8

第¬図 1号河川跡出土遺物 (5)

121 2号河川跡

〔位置・形】犬〕Ⅷ層上面で検出された。GoHlグ リッドに位置する。大部分は1号河川跡に

より破壊されている。西壁部分での残存幅4.7m、 深さは1.6m以上である。

〔堆積土〕8層確認された。明責褐色の砂が主体で、28以下は砂礫層である。

〔出土遺物〕(第 12図。第 3表) 21よ り縄文土器、石器が少量出土している。 1は深鉢形土

器の上半部であり、 4単位の波状口縁とみられる。波頂部に円孔を持ち、日縁部は沈線で区画

され無文、体部は縄文が施文された後沈線により区画された磨消部による「Y」 字状が波頂部

に合わせて描かれ、その間に蛇行沈線が引かれる。 2は撚糸文の施文される口縁部、 3は刺突

文、 4は地文上に沈線が施される。 6は土製蓋である。石器は磨凹石が1点出土しており、磨

凹面を2面持つ。

これらの上器は、縄文時代後期前葉の南境式に位置づけられる。

〔まとめ〕 2号河川跡は縄文時代早期の遺物を出土する�・�層を切っており、堆積土最上層

に縄文後期前葉の遺物を含んでいる。このことから河川の機能していた時期は、縄文早期以降、

縄文後期以前と考えられる。



Ⅱ章 調査の成果
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番号 層位 器種 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真 I番号 層位 器種 文 様 。 調 率 登 録 写 真

1 21 深鉢 縄文 (LR)→ 沈線→ナデ、突起部円孔 A24 35-1: 4 を 1 深鉢 縄文 (LR) →沈線 A27 35-3
2 ℃ 1 深鉢 撚糸文 (R) A25 5 珍 1 体部内外面 ミガキ、底部ナデ A28
3 ゼ 1 深鉢 刺突 A26 35-2
番号 層位 器種 長径 (mm)1短 径 (ndl)1高さ (Dd) 文 様 調 整 登 録 写  真
?1 蓋 23 1つ まみ部付け根に刺突、沈線、ナデ・ ミガキ調整 35-4

番号 層位 器 種 1 石 材  1長 (ad)1幅 (In)1厚 (aun) 重 (g)1    特        徴 登 録 写  真
7 ?1 磨 凹 石 1安 山 岩 1 1251 981 57 980 1表裏 とも磨凹面あり 35-

第12図  2号河川跡出土遺物



2 河川跡とその出土遺物

第 2表  1号河川跡土師器・須恵器破片集計表
部 位 器 面 調 整 A 層 C 層 B層下D層 C層下D層 排 上 表 採 計

土

器

邪

口
　
縁
　
部

ロ ク ローーーーーー ミガキ (黒色 ) 14 27 l

ロクロ後 ミガキーーーー ミガキ (黒色 ) 1 1

ガ キーーーーーーミガキ(黒色 ) 4 5

ミガキ(黒角)――――― ミガキ(黒色 ) 2 1 2

構  ナ デーーーーーー ミガキ (黒色 ) l

不   明―――――― ミガキ (黒色 )

体

　

部

ロ ク ローーーーーー ミガキ (黒色 )
ミ ガ キーーーーーーミガキ(黒 2

ミガキ (黒色)一―――― ミガキ 2

不   明―一―――― ミガキ (黒色 )
不 明 不 明 ユ 1 2

底

　

　

部

]転系切 り 7 1

回転糸切 り後回転ヘラケズ リ 3 l 5

回転糸切 り後手持ちヘラケズ リ ユ

全面手持 ちヘラケズ リのため不明 2

手持ちヘラケズ リーーー ミガキ (黒色 ] 1

不   明――一―一― ミガキ (黒色 ) 3

墾

口
縁
部

ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 2 と 2 4

横 ナ デ掛 ナ デ 5

体

部

ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ l

ロ ク ローーーーーーーナ   デ 6 2

ク ロ

ー

ミガキ(単色 ) l 2 1 1 5

ナ デーーーーーーーナ   デ 6

ナ   デー ー ー ー ヘ ラナ デ l 4 1

刷 毛 目
一 ―

ヨ 吊」 毛 目 6

刷 毛  目

―

ナ   デ 1

ミ ガ キーーーーーーーナ   デ 2 2

ヘラケズリーーーーーーナ   デ
不 明

爆

部

回転系切 り 1 1

木 葉 痕 6 I 7

不 明 7 1

高台不 高台 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 4 2

婉 口縁 1 l

増 底部 ガ キ

ー

不   明 1(塩

`

l

高郷
ミ ガ キ

ー ー ー
ミ ガ キ 1(塩 1

脚 部 ミガキ (朱彩 )段―一――不  明 (朱彩 ) 1(塩釜 ) 1

/」ヽ 計

須

恵

器

不

口縁 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 4 3 7

体

部

ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 7 2 2 3 1

ロクロ・:岳符ちケズリーロ ク ロ l

底

　

部

回転 糸切 り 3 8

ヘラ切 り 1 2 3 7

手持ちヘラケズ リのため不明 1

回転 ヘ ラケズ リのた め不 明 1 2

不 明 1 4 5

甕

口縁 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ ユ 1 2 4

頸部 渡 状 文――――――ナ   デ l

体

部

ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 2 1 1 14

ロ ク ローーーーーーナ   デ 2 8 10

平行タタキーーーーーー ナ   デ 4 3

平行タタキーー ー ー ー 清 海 波 文 7 10

平行タタキーーーーーー オ サ エ 6 6

格子タタキーーーーーーナ   デ 2 2

格子 タタキ

ー

青 海 波 文 1 l

手持ちケズ リ

ー

ナ   デ 3 4

回転ケズ リーーーーーー ナ   デ 1 1

底

部

ナ   デ

ー

オ サ エ 2 2

平行タタキーーーーーー オ サ エ 1 1

と電

頸部 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 1 3

体

　

部

ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 3 1 1 5

ク 1 と 2

回転刷毛 目―――――― ロ ク ロ 1 1

甑 底部 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 1

蓋 口縁 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 1 2

赤
焼
土
器

不

口縁 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 6 1

体 ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 1 12 1

回転 糸切 り 4 3 7

計

計 7



Ⅱ章 調査の成果

第 4表  2号河川跡第 1層出土
縄文土器破片集計表

第 3表  1号河川跡出土縄文土器集計表
A  層 D  層 排 土 表 採 計

斜 行 縄 文 (?) 3 3

口 撚 糸 文 (r) 2 2

線 1 l 2

キ 1 l

部 2

1 1

斜 行 文 (LR) 1

斜 行 縄 文 (RL) 5

行 文 (Lr) 3 3

2

(1) 5 6

体 4

撚 文 (?) 8 8

沈 線 文 9 1

行 縄 文 (LR)+ 文 1 3

+ 1 1

1)+ 1 1

r)十 1 1

部 原 圧 痕 (RL)+ 斜 行
原 体 圧 痕 (RL) 1 1

緒 (?)
1 1

5

ミ ガ 5

底 無    文 (ナ デ ) 1 1

鉦
小

文

部 1 1

『

1 1

計

部  位 文 様 ・ 調 整 点  数 計

口 縁 部
斜 行 縄 文 (LR)

2
斜 行 縄 文 (RL)

体  部

支 RL)

6

LRL)
文

沈 線 文
無    文

計 8
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3 中世以降の追構と遺物

3。 中世以降の遺構 と遺物 (第 15・ 16図、第 5表 )

D・ E-1～ 6グ リッドのIII層上面および 1号河川跡堆積土上面に多数の柱穴が検出された。

柱穴の径と堆積土はほぼ類似しているが、深さと柱痕跡を基準に検討した結果、 3棟の建物跡

を復元することができた。

1号掘立柱建物跡

〔位置〕D・ E-5・ 6グリッド。

〔確認面〕 P6° PSは II層上面、他は1号河川跡上面。

〔規模〕北側は削られており不明だが、残存部分で梁行 2間 (3.57m:約 12尺 )、 桁行 2間以上

(4.22m以上)の南北棟で、西側に廂 (0.55m)を 持つ。内部にも柱穴があり、間仕切りがな

されていたとみられる。桁行方向はN-15°一Wである。また、建物南側のP13と P14を結んだ線

は梁行に平行しており、塀が存在していた可能性がある。

〔柱間寸法〕梁行の平均は1.78m(5尺 8寸 7分 )、 桁行の平均は1.61m(5尺 3寸 1分 )。

〔出土遺物〕P10掘 り方埋土より、土師器甕体部破片 (調整不明)が 1点出土している。

2号掘立桂建物跡

〔位置〕Dん F-2～ 4グリッド。

〔確認面〕P17・ P18° P22・ P26・ P42・ P57は 1号河川跡上面、他はIII層上面である。

〔重複〕 1号住居跡、 2号土坑より新しい。

〔規模〕北側は削られており不明だが、残存部分は梁行 2間 (4.38m:約 14.5尺 )、 桁行 2間以

上 (5.98m以上)の南北棟と考えられる。内部にも柱穴があり、間仕切りされていた可能性が

ある。桁行方向はN-6°一Wである。建物跡の南側のP26・ P27は桁行の延長上にあり、径は小

さいが30餌の深さがあることから塀等の施設の可能′陛がある。

〔柱間寸法〕梁行の平均は2.19m(7尺 2寸 3分 )、 桁行の平均は2.53m(8尺 3寸 5分 )。

〔出土遺物〕P22掘 り方埋土より弥生土器片 (天王山式)、 P19掘 り方埋土より上師器甕底部

片 (不明―ナデ)、 P17掘 り方埋土より上師器奏回縁部片 (横ナデー横ナデ)、 体部片 (調整不

明)各 1点ずつ出上している。建物南東隅にあたるP17掘 り方底面からは常滑窯産三筋壷片が

出上している (第15図 )。 体部片 2点が内面を上にして重ねられ、礎板のように置かれていた。

三筋壼は肩部から体部にかけてのみ残存している。体部には3段にわたり沈線が施文されてい

る。本来幅約 6 11ullの半載竹管状の工具で2本同時に引こうとしたようだが、場所によって 1本

しか引かれなかったり、一巡しても線が一致せず 3本引かれたりしている。調整は外面上半が

横方向のナデ、下半が縦方向のナデ、内面は横・斜めの方向のナデである。内面には巻き上げ

痕跡が部分的に見られる。肩部には自然釉がかかっている。編年位置については、口顕部を欠
註1)

く資料のため沈線が複線であることしか決め手にならないが、赤羽編年の第 I・ H段階、格崎



Ⅱ章 調査の成果

註2)

編年の第 1～ 3段階のものとみられる。時期 としては12世紀に位置づけられよう。

註1)赤羽一郎 (1984)F常滑焼――中世窯の様相一―』ニュー・サイエンス社

註2)檜1崎彰―(1974)「初期中世陶における三筋文の系譜」F名古屋大学文学部研究論集LX�』 P99～145

また、 P26柱痕からオオムギ穀粒が出土している (P85参照 )。

3号掘立柱建物跡

〔位置〕D～ F-1～ 3グ リッド。

〔確認面〕HI層上面。

〔規模〕北側は削られており不明だが、残存部分は梁行 2間 (3.63m:約 12尺 )、 桁行 2間以上

(4.86m以上)の南北棟と考えられる。内部にも柱穴があり、間仕切りされていた可能性があ

る。桁行方向はN-7°一Wである。また、柱穴の並びからみてlm南 と0,9m西 に廂のつく可合ヒ

性があるが、柱間が身舎と合致せず疑間が残る。 P42と P43は桁行の延長上にあり、 1・ 2号建

物跡同様に塀等の施設の可能性がある。

〔柱間寸法〕梁行の平均は1.82m(5尺 9寸 9分 )、 桁行の平均は1.87m(6尺 1寸 7分 )。

〔出土遺物〕P32・ P43柱痕より上師器不口縁部片 (ロ クローミガキ・黒色処理)各 1点、P33

柱痕より赤焼土器不口縁部片 1点、P39掘 り方埋土より上師器邪体部片 (不明―ミガキ・黒色処

理)1点、甕体部片 (ヘラケズリーナデ)1点、須恵器甕体部片 (平行タタキー青海波文)2

点が出土している。

組み合わない柱穴

P44・ P45° P68は調査区西側にのびる建

物跡になる可能性がある。P44柱痕より上

師器甕体部片 1点が出土している。他の柱

穴からは、P61柱班更より7に炭、P66柱チ直より

上師器甕体部片 (ヘラケズリーナデ)1点、

P64柱痕からオオムギ穀粒、米粒が出上し

ている (P.85参照)。

まとめ

性―_す_十一―――鞘 ‰   3棟 建物跡はいずれも南北棟と考えられ、
出 土 地 点 種 1最 大 径 残存 高 産  地 登 録 写 真

無釉陶器霊 1 198伽 16 5cm 常 滑 12

外 面 色 調 内 面 色 調 釉 色 調 胎     土
離 7 5YR3/4 天オリーブ色5Y4/2 黒褐色10Y R3/1、 砂粒ぶくむ

第15図  2号建物 P17出土遺物

桁行方向より1号建物跡と2・ 3号建物跡

に 2分される。 2・ 3号建物跡は建て替え

を示していると考えられる。建物跡の時期

は、 2号建物跡 P17よ り12世紀の常滑三筋壺が出土しているが、柱穴の検出される1号河川跡

A層の堆積年代からみて、近世頃と考えたい。
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Ⅱ章 調査の成果

第 5表 ピット計測表
ピッ ト番号 I― P I― P` 1-P

掘り方

平 面 形 方 形 形 形 方 形 長  方  形 長  方   形

径  辺 長

深   さ

土色・土性 10Y R5/4・ 砂 10Y R3/2 砂 10Y R5/4・ 砂 10Y R5/4・ 砂 10Y R5/4・ II17 10Y RS/4・ 砂 10Y R5/4・ 砂

柱痕跡
径

上色・土性 IOY R2/2・ シ,レ ト iOY R2/3・ シルト 10V R3/2・ シルト 10Y R3/3・ シルト 10Y R2/3,シルト 10Y R4/3・ ンルト 10Y R2/3・ ンルト

ピッ ト番号 I― P,, I― PI`

掘り方

平 面 形 方 形 円 長 方 形 形 長 方 形 長 方 形

径・ 辺 長

深   さ

土色 と性 10Y R5/4・ 砂 10Y R5/4・ 砂 10YR3/2・ 砂 10Y R5/4・ 秒 10Y R3/2砂 10Y R4/3179

柱痕跡
径

土色・■性 10Y R4/3・ シルト 10Y R3/2・ ンルト 10Y R3/2,シ ルト 10Y R2/2・ シルト 10Y R2/3'シルト 10Y R2/3・ 砂 IOY R2/2・ ンルト

ピッ ト番号 11-P II― P

掘り方

平 面 形 長 方 形 円 糟 円 形 方 形 長 方 形 円 長   方   形

径  辺 長

土色・ 土性 10Y R5/4・ 砂 10Y R5/4・ IJ 10Y R5/2砂 10Y R5/4・ 砂 〔OY R4/4・ ンルト質砂 10V R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡
i色・土性 10Y R3/2 シルト 10Y R3/2・ シル 10Y R2/2・ ンル 10Y R3/2・ シル 10Y R2/2 シル 10Y R3/2 シ,レト 10Y R3/2・ シル

ビット番弓

掘り方

平 面 形 長 方 形 形 形 情 円 形 惰  円  形 方 形

径・ 辺 長

深

土色 土性 iOY R4/3・ 砂 10Y R5/4・ 砂 10Y R3/2・ シルト 10Y R2/2・ シルト 10Y R5/4・ 砂 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡
土色・■牲 IOY R3/3・ ンルト iOY R3/2・ ンルト 10Y R3/2・ ンル iOY R3/2・ シル IOY R2/2・ ンルト

掘り方

平 面 形 形 形 円 長 方 形 方 形

径・ 辺 長

深

土色・土性 10Y R3/3・ シルト 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/1シ ルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ ンルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡 不   明
土色・土性 10Y R3/2・ シルト 10Y R3/2 ンルト ユOY R3/2 シルト 10Y R2/2・ シルト 10Y R2/2・ ンルト 10Y R3/2・ シルト

ピッ ト哲 号

掘り方

平 面 形 形 日 長 形 形 日 形 楕  円  形
径・ 辺 長

深

土色・■性 10Y R4/4シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂 IOY R4/4・ ンルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質靱 10Y R4/Ⅲ シルト質砂 10Y R5/4・ 砂

柱痕跡
10cm

土色・■世 10Y R3/2'シルト IOY R3/2・ ンルト 10Y R2/2・ シルト 10Y R3/2・ シルト tOY R3/3・ シルト

ピツ ト番号 (V)― P``

据り方

平 面 形 惰  円  形 指 日 形 方 形 稿 円 形 形

径 ,辺 長

深 109Q4

土色・■性 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/4・ ンルト質砂 10Y R3/2・ シルト 10Y R3/2・ ンルト 10Y R4/3・ 砂 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡 な   し な   し
土色・土性 10Y R3/2,ン ルト

ピッ ト番号

掘り方

平 面 形 形 日 悟 円 形 方 形 楕 日 形 方 形

径・ 辺 長

深

土色・■性 とOY R4/4・ シルト質砂 10Y R3/2・ シルト 10Y R3/3,シ ルト 10Y R2/2・ シルト 10Y R3/2 シルト 10Y R4/3・ シルト質砂 10Y R3/3・ シフレト

柱痕跡 な   し な   じ な   し な   し
土色・土性

ビッ ト番号
'

掘り方

平 面 形 倍  円  形 日 長 方 形 楕  円  形 円 形 円 形 精 形

径・ 辺 長 24× 36師

深

上色・■性 iOY R3/3'シ ルト 10Y R3/3・ ンルト IOY R3/2 シルト 10Y R3/2・ ンルト 10Y R4/4シ ルト質砂 10Y R3/3・ シルト 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡 な   し な   し な   し な   し
土色・土性

ビツ ト番号 Pc`

掘り方

平 面 形 円 形 宿  円  形 形 円 形 形 円 形 形

径・ 辺 長

深

土色・土性 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R4/3・ シルト 10Y R4/4・ シルト質砂 10Y R3/3・ シルト 10Y R2/2 シルト 10Y R3/3・ シルト 10Y R4/4・ シルト質砂

柱痕跡 な   し な   し な   し な
土色・上性 10Y R2/2・ シルト



4 平安時代以降の遺構と遺物

4.平安時代以降の遺構 と遺物
2号土坑 (第17図 )

D・ E-4グ リッドに位置し、Ш層上面で確認された。 2号掘立柱建物跡のP15に切られる。
長軸163m、 短軸54cmの不整長楕円形で、深さは南半で 8 cm、 北半で13cmと 北半が一段下がる。

長軸方向はN-6°一Eである。土坑はひとまわり大きな掘り方をもち、掘り方埋土を壁、底と

している。掘り方の長軸190c14、 短軸80cm、 最深16cmである。土坑の壁はゆるやかに立ち上がり、

中央部の底面と壁に焼け面が認められ、木炭が付着している。堆積土は4層に分けられる。 2

1～ 3は焼土。木炭・灰を多く含むシルトである。を4は中央部から南部の底面を覆う灰層で、

繊維質のものが層状にみられ骨粉が混じっている。掘 り方埋上には灰白色火山灰が多量に混入

している。遺物は出上しなかった。

2号土坑の時期は、掘り方埋土に灰白色火山灰が存在することから、平安時代 (10世紀前半 )

以降と考えられる。

E9
S10+

Ell
S10+壁

1l h
BI

鮎
ど '  c_n in  姪

♭ 層位 色   調 土 性 備 考

1 暗 褐 色 7 5YR3/3 砂質シルト 焼土粒、灰混じる

2 灰 褐 色 75YR4/2 砂質シルト 焼土粒、木炭混じる

3 褐  色 7 5YR4/3 砂質シルト 焼土粒、灰多量に混じる

4 褐 灰 色 10Y R4/1 シ ル ト 灰多量に混じる、骨片合有

5
褐  色 7 5Y R4/3

混在、灰自色火山灰含有
褐 灰 色 10Y R4/1 砂質シルト

|さ
′

Ell
S12+

llL

第17図  2号土坑

蔵骨器と火葬骨 (第 18・ 19図 )

D-5グ リッドの 1号河川跡堆積上を精査中、横倒しとなった土師器甕を検出した。甕内部

の上中には焼骨片が混じっていた。甕は大部分が欠損しており、掘り方等の施設は認められず、

周辺にも骨粉が散乱していたことから、本来の位置から動いていると考えられる。

蔵骨器 (第19図)土師器甕である。体部下半と口縁部が残存しており、図上で復元した。口径

18cm、 底径10.5cm、 最大径は胴中央部にあり24.5cm、 復元器高34cmである。日径は底径よりや

や大きく、体部上半は大きく内弯し壷に近い器形である。口縁部は短く、「く」の字状に開いて

いる。全体に摩滅が著しいが、回縁部～体部上端の内外面はロクロナデ、体部下半の外面には

ナデとヘラケズリ、内面にはナデが施される。底部はヘラケズリである。所属時期は平安時代

である。

o                  2m

― ―

―

             (1/60)
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0                   50cm

―

        (1カ Ol

0                          10Cm
(1/3)

2号土坑および蔵骨器出上の焼骨に

ついて

焼骨について高橋 理氏 (東北大

学文学部考古学研究室)に鑑定を依

頼した。

2号土坑出土焼骨 火を受けて白色

化しているが、人骨であるとは断定

できない。

蔵骨器内焼骨 全て人骨であり、熱

を受けて割れ、変形が見られるので、

火葬後土器内に納めたものと推定さ

れる。

○椎骨片・上腕骨片 (右側・遠位端)。

肋骨片。四肢骨の一部。大腿骨 (or

上腕骨)の骨頭部破片が出土して

いる。全て白色化して変形が著し

O骨自体は決してガヽさくはないが、

上腕骨の骨端部の一部に癒着の未

了の線が残っているので、完全に

器  種 外 面 調 整 内 面 調 整 底 部 登 録 写 真

土 師 器 奏 口:ロ クロナデ、胴下:ナ デ、ヘラケズリ 口:ロクロナデ、嗣下:ナデ ベラケズリ 35-7
成長しきった人間ではない(十代)

第19図  蔵 骨 器           と思われる。

O性別は不明。

O丈夫であるはずの歯や頭骨が見つけられない。また、指骨、中手 。中足骨の肢端部 も見つけ

Ｂ

＝
洲
く
ギ

／

‐

‐

‐

‐

色   詞 ■ 牲 備 考

1 黒福色 骨片・骨粉・焼土・炭イヒ物が混じる

2 り増シルト河‖堆積土

第18図 蔵骨器出土状況

模式図
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られない。出土状況からするとある程度の骨は紛失していると思われる。しかし、骨片は細片

化し混在しているのだから、見つけられないものがあるということは、それらの骨が甕に納め

る以前の段階で失われていたものと考えたい。人骨そのものの性格 (罪人 ?)に よるものか ?

2号土坑について

2号土坑の機能については、掘り方をもち、人間が入るくらいの大きさである他に、周辺か

ら火葬骨を納めた蔵骨器が出土したという状況から、火葬施設であった可能性が高い。類似す

る遺構は松本遺跡 (工藤1986)、 後河原遺跡 (佐藤・兼田1985)か ら発見されている。

2号溝跡 (第20図 )

F-4、 G-4～ 6、 H-6。 7グ リッドに位置する。検出面は 1号河川跡A層上面から約

30cm下がった面である。F-4グ リッドから南東方向へ向かい、調査区外に延びる。長さ約11

m、 上端幅約1.lm、 下端幅約0.8m、 深さ約20cmである。壁はやや急に立ち上がり、底面はほ

ぼ平坦だが、小さな凹凸がみられる。堆積土は2層に分けられ、 21に は木炭、焼土が多 く混

じる。

出土遺物は、土師器不口縁部片 (ロ クローミガキ・黒色処理)、 甕体部片 (ロ クローロクロ)

(不明―ナデ)各 1点が出上している。

2号濤跡は、検出層位と出土遺物から平安時代かそれ以降に位置づけられる。

び受/性すすす―引―一一一―当レ120)
4=-11 8m        LE     ~=全 'ギ

lm

―

    (1/6①

5。 奈良時代の遺構 と遺物

竪穴住居跡 (第 21・ 22図 )

〔位置と確認面〕C・ D・ E-1・ 2

第20図 2号清跡

層位 色 調 土 性 備    考
10Y R5/4 マンガン・酸化鉄混じる

b 黒  褐  色 10YR3/3 マンガン混じる

黒  褐  色 10Y R2/3 ンルト
d 黒  褐  色 10Y R2/3 シルト よりくすむ
褐    色 10Y R4/4 シルト

ユ 黒    色 10YR1 7/1 シルト 木炭・焼土多量に混じる

2 黒 褐  色 10Y R3/2

・ 3グ リッドに位置する。Ш層上面で確認されたが、北
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半は削平されており、Ⅳ層上面で掘り方のみ確認された。

〔重複〕南半は 2・ 3号掘立柱建物跡に切られ、北半は 3～ 11号土坑に切られる。

研豹 〕ヽ削平された部分があるが、一辺約7.3mの正方形であったと考えられる。Ⅲ層を壁とし

ており、ほぼ垂直に立ち上がる。壁高は約25cmである。床面は掘り方埋土上面であり、堅 くし

まって平坦である。南壁と東壁の直下には周濤が巡る。幅20～60硼、深さ 4～ 7 cmである。床

面および掘り方埋土中より4個のピットを検出した。柱痕跡を確認できたのはPlのみである

が、 4個のピットは対角線上に位置しているため、これらは柱穴であったと考えられる。カマ

ドは調査部分に認められないこと、床面の南西部に焼土・木炭が散布していた点からみて、西

壁南寄りにあった可能性が高い。他に、南壁中央部の周濤に接するように長楕円形の落ち込み

が確認された。長軸132cm、 短軸37cm、 深さ24cmを はかる。出土遺物はない。

〔堆積土〕 4層に細分された。ゼ1は中央部にのみ、 22は南西部を除き南半全面の床面を覆

う。 23は南西部床面上にのみ認められ生活層と考えられる。 24は周濤内堆積上である。こ

れらは自然流入上による堆積層と考えられ、 2層が床面まで厚く均―に堆積していることから

みて、堆積速度は非常に速かったと推定される。住居跡掘り方底面は凹凸があり、全体に北に

向って傾斜する。埋土は厚さ8～ 20cmで、堅 くしまっている。

〔出土遺物〕 (第22図)床 面上の出土は少なく、大部分は床面直上の 2層下部から出土してい

る。遺物には、土師器邪・甕・筑・須恵器邪・甕などがあるが、破片が多く図示できたものは

少ない。

上師器邪 1は体部外面の中央部に段を有するもので、内面にも外面に対応した軽い段が認め

られる。段の上は内弯気味に立ち上がる。調整は、段の下がヘラケズリ後ヘラミガキ、段の上

が横ナデの後ヘラミガキで、内面はヘラミガキ・黒色処理である。 2は体部外面の中央部に沈

線をもつもので、内面に対応する段等はみられない。丸味をもつ体部から、そのまま内弯気味

に立ち上がるが、沈線を境として上下の傾きの変化はない。調整は、外面は沈線の下がヘラケ

ズリ後ヘラミガキ、沈線の上がヘラミガキで、内面はヘラミガキ・黒色処理である。不とした

が、高不となる可能性もある。 3は体部から丸味をもって立ち上がり、口縁部が内弯気味のも

のである。調整は、外面は口縁部が横ナデ、体部がヘラケズリで、内面はヘラミガキ・黒色処

理である。 4は平底風の丸底のもので、底部から丸味をもって立ち上がり、日縁部が小さく外

反している。外面は、口縁部～体部上半がヘラミガキ、体部下半～底部がヘラケズリ後ヘラミ

ガキで、内面はヘラミガキ・黒色処理である。 5は丸底風の平底のもので、底部はヘラケズリ

により意識的に作っている。底部から丸味をもって立ち上がり、日縁部が内弯気味である。調

整は、外面は口縁部がヘラミガキ、体部～底部がヘラケズリ後ヘラミガキで、内面はヘラミガ

キ・黒色処理である。
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層位 色 調 土 性 備 考

住

居

跡

1 にぶい黄褐色 10Y R4/3 ンル ト 炭化物、焼土がわずかに混じる

2 にぶい責褐色 10Y R4/3 シアレト 炭化物、焼上が全体に混 じる

3 暗  褐  色 10Y R3/3 ンル ト 炭化物、焼土が多 く混 じる
4 黒  褐  色 25Y3/2 シルト 炭化物、焼上が混 じる
5 LⅢ とLⅣ の混在 しまりある掘り方埋土

ピ

ト

1

1 にぶい黄褐色 10Y R4/3 シルト 炭化物、焼上が混じる

2 (住居跡 85に同じ) 若干黒ずむ

3 (住居跡 25に同じ)
4 暗  褐  色 10Y R3/3 シル ト 壁面に酸化鉄付着
1 にぶい黄褐色 10Y R4/3 ンル ト 炭化物、焼上が多 く混 じる

2 暗  褐  色 10Y R3/3 シアレト 炭化物が混じる
3 灰 黄 褐 色 10Y R4/2 ンルト

第21図  1号住居跡
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0                      10cm

(1/3)

番号 層 位 器 種 口径 (cm) 底径(卸 ) 器高(伽 ) 外 面 調 整 内 面 調 整 登 録 写 真
2層 土 師器郷 (130) ヨコナデ→ヘラミガキ、ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理 C3 36-3

2 2層 十床面 土師器不 (129) ヘラミガキ、ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理 36-4
3 床 面 土師器 IT (135) ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 36-1
4 床 面 土師器雰 (154) 42 ヘラミガキ、ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理 36-2
5 床 面 土師器郷 (130) (67) 35 ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理 C7 36-5
6 2層 須恵器 不 (139) ロクロナデ、ヘラケズリ ロクロナデ 36-5
7 2層 須恵器励? 36-7
3 2層 須恵器 邦 回転糸切り無調整 36-8
9 2層 須恵器 甕 平行タタキ目、穣に磨痕 ナデ、稜に磨痕 36-0
10 2層 須恵器 碧 平行タタキ日、擦痕 ナデ、擦痕 36-10

第22図  1号住居跡出土遺物
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須恵器 6は不の破片である。丸味をもつ体部下端から、ほぼ直線的に外傾している。 8は不

の底部で、径8.8cmである。回転糸切 り痕 (「前引き糸切 り」)が認められる。 7は有段口縁の甦

の一部と推定したが、高台付壷の高台部分の可能性もある。

研磨痕跡のある須恵器片 9。 10は須恵器甕の体部破片に研磨痕の認めれるものである。 9は

平坦な割れ回の両側縁端部に研磨痕がある。10は内外面に線状の研磨痕が走 り、切 り込まれ薄

くなっている。金属器の砥石として転用したものと考えられる。

註)4ヽサ|1貴司 (1979)「 回転糸切り技法の展開」『考古学研究』101 P21～ 41

第 6表 住居跡出土遺物破片集計表
種別 器種 部位 器 面 調 整 1層 2層 周  濤 ピ ピット2(柱痕) 床  面 計

土

師

器

イ

口

縁

部

模 ナ デーーーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 1 1

ミ ガ キーーーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 4

ガ キ (黒色)一― ミ ガ キ (黒色 ) 3 3

部

ミ ガ キーーーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 1 2 と 11

ミ ガ キ (黒色 )――― ミ ガ キ (黒色 ) 1 ユ 2

不   明―――――― ミ ガ キ (黒色 ) 3 3

底

部

手持ヘラクズリーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 2 6

不   明―――――― ミ ガ キ (黒色 ) 2 1 3

体 部 ナ   デ

ー

ミ ガ キ 1 1 1 3

甕

体

部

ユ 2

ナ   デー ー ー ー 刷 毛 目 3 3

ナ  デーーーー ヘラナデ 1 1

不   明――――――ナ   デ 17 17

不   明

一

   甥 8

底

部

ナ  デーーーー ヘラナデ 1 1

木 棄 痕 3 3

/dヽ 計 4 5 3 6 1

須

恵

器

イ ロ ク ロ
ー ー ー

ロ ク ロ 2 2

甕

回縁部 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ l 1

頸部 ロ ク ロー ー ー
ロ ク ロ 1 1

体

部

平行タタキーーーーーー青 海 波 文 1 1 6

平行タタキーーーーーーナ   デ 8 2

回転ケズ リーーーーーーロ ク ロ 1 1

/Uヽ 計 1 2 0 2

計 5 3 3

掘立柱建物跡 (第 14図 )

V層上面まで削平されているグリッドA列の部分でピットが 4個検出された。掘り込み面はさ

らに上層である可能性が高い。 Pl～ P3は A-5・ 6・ 7グ リッドに位置し、東西方向に並んで

いることより、調査区外に伸びる掘立柱建物跡の一部であると考えられる。柱間はPl― P2が

3.75m、 P2~P3が 3.50mでぁる。各ピットの形状は、 Pl(掘 り方 :径 40cmの 円形・柱痕跡 :

径17cmの円形、深さ35cm)P2(掘 り方 :38× 45cm楕円形・柱痕跡 :径 20cm円形、深さ35cm)P3

(掘 り方 :30× 44cm楕 円形・柱痕跡 :径 20cm円形、深さ20側)である。 P4は A-1グ リッドに

位置し、周辺にはピットがないことより調査区外へ伸びる建物跡の南東隅柱と考えられる。掘

り方 :40× 60cm精 円形、柱痕跡 :径 20cm円形、深さ60cmであり、抜き取り痕跡がある。

遺物は第 7表に示すとおりPl・ P2よ り出上している。遺物の中にロクロ使用の上師器が出

土していないこと、周辺から古墳時代遺構・遺物がみられないことから、 Pl～ P3で示される



Ⅱ章 調査の成果

建物跡は奈良時代のものと考えたい。

第 7表 柱穴出土遺物
ピ ッ ト 1出 土 遺 物 ピ  ッ 卜 2出 土 遺 物

柱 痕 跡 土 師 器 (イ)一一体部破片 (ミ ガキーミガキ黒)1点 柱 痕 跡
上 師 器 (不)一一体部破片

■ 師 器 (奪〕――底部破片

点
点

明

デ

イ

・ナ

明

明

不

不

掘り方埋土 須 恵 器 (不)一一体部破片 (ロ クローロクロ)2点 掘 り方埋土

器

器

器

師

恵

恵

土

須

須

甕)一一体部破片

不)一一口縁部片

甕)一一体部破片

不 明―不 明)1点
ロクローロクロ)1点
平行タタキーナデ)1点

6.縄文時代 の遺構 と遺物

(1)�層上面検出の上坑

12号土坑 (第24図 )

E・ F-2グ リッドに位置する。長さ155cm、 幅95cmの長方形である。深さは最大37硼で、壁

面の立ち上がりは急である。底面は平坦で、長さ125cm、 幅65cmの長方形で中央部にピットがあ

る。堆積土は8層に分けられ、砂が主体であり壁近 くに粘上が混じる。

底面のピットは20× 15cmの精円形で深さ60cmである。中央部には径 7 cm、 長さ43cmの棒状の

痕跡が認められる。

13号土坑 (第24図 )

E・ F-3グ リッドに位置する。長さ145cm、 幅80cmの 中央がくびれた長方形である。深さは

最大78cmで、壁面はほぼ垂直に立ち上がり、北東壁はオーバーハングする。底面は長さ130cm、

幅70cmの長方形で中央部が盛り上がり3個のピットがある。堆積土は6層に分けられ、砂主体

であり、壁と底面の近 くに粘土が混じる。

底面盛り上がり部を載ち割ったところピットに対応して棒状痕跡が認められた。配 1は径 9

cm、 長さ38cm、 血 2・ 3は径 6 cm、 長さ50cmである。掘り方は認められなかった。

14号上坑 (第24図 )

D-3グ リッドに位置する。長さ140cm、 幅80cmの長方形である。深さは最大45cmで、壁面は

ほば垂直に立ち上がる。底面は長さ130cm、 幅70cmの長方形で中央部が盛り上がり3個のピット

がある。堆積土は6層に分けられ、壁近 くと底面上に粘土と砂の混在層がある。

底面の盛り上がり部を我ち切ったところ、ピットに対応して棒状痕跡とそれらの掘り方が認

められた。No lは径 5 cm、 長さ25cm、 配 2は径 5 cm、 長さ45cmであり、配 3は棒状痕跡が認め

られなかった。

出土遺物は、 23よ り劉片が 1点出上している。石材は珪質頁岩で、焼けはじけが著しい。

15号上坑 (第24図 )

D-3・ 4グ リッドに位置する。長さ130cm、 最大幅105cmの グルマ形である。深さは最大32cm

で、壁は急に立ち上がり上端部はながらかになる。底面は長さ115cm、 幅55cn4の長方形で中央
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部が 5 cm程盛 り上がり、ピットが 4個ある。堆積土は 6層に分けられ、 21～ 3は砂層、 24

は砂と粘上の混在層、25は堅 く締まった粘土層、26が砂層である。土坑上端が大きく広がっ

ていることからみて、 25は壁が崩落した際の層と考えられる。

底面盛り上がり部を我ち割ったところ、ピットに対応した棒状痕跡とそれらの掘り方が認め

られた。棒状痕跡は、No lは径 3 cm、 長さ48cm、 配 2は径 3 cm、 長さ55餌で、No 3・ 4に は認

められなかった。配 1は東に傾く。掘り方は径32cmの 円形で深さ55cmを はかる。

16号土坑 (第25図 )

C-2グ リッドに位置する。長さ130cm、 幅110cmの長方形である。深さは最大42cmで、壁面

は急に立ち上がる。底面は長さ110cm、 幅65cmの長方形で、中央部がわずかに盛り上がリピット

が 3個ある。堆積土は5層に分けられ、上層が砂、底面近 くが砂と粘上の混在層である。

底面盛り上がり部を我ち割つたところ、ピットに対応して棒状痕跡とそれらの掘り方が認め

られた。棒状痕跡はNo lが径 5 cm、 長さ30cmでやや東に傾き、No 2は径 4 cm、 長さ40cmでやや

南に傾き、No 3は径 6甑、長さ40cmでやや西に傾 く。掘 り方は径20cmの 円形で深さ40cmである。

出土遺物は、 25よ り剣片が 4点出上している。いずれも焼けはじけが著しい。うち 1点は

D-2グ リッド�層出土劉片と焼けはじけ面で接合する。石材は珪質頁岩である。

17号土坑 (第25図 )

BoC-1グ リッドに位置する。長さ175cm、 幅115cmの 楕円形である。深さは最大120clllであ

り、壁面はほぼ垂直に立ち上がり北壁はオーバーハングする。底面は長さ160cm、 幅75cmの長方

形で、中央部にピットがある。堆積土は15層に分けられ、砂が主体で壁近くや底面上には砂と

粘上の混在層がある。

底面のピットは径25cmの 円形で深さ50cmである。検出面に小孔が 2個あり、我ち割ったとこ

ろ小孔に対応して棒状痕跡が認められた。血 1は径 4師、長さ45cmでやや東に傾き、血 2は径

6 cm、 長さ43cmである。

出土遺物は、 212よ り上器片 1点、象」片 3点が出上している。土器は文様不明の細片で、厚

さ約 7 11ullで ある。剣片はいずれも焼けはじけがある。石材は珪質頁岩である。

18号土坑 (第25図 )

BoC-4グ リッドに位置する。長さ140cm、 幅■Ocmの楕円形である。深さは最大55cmで、

壁面はほぼ垂直に立ち上がり、北東隅と南西隅がオーバーハングする。底面は長さ130cm、 幅70

cmの長方形で、中央部が盛り上がリピットが 3個ある。堆積土は7層に分けられ、砂が主体で

壁近 くに粘上が混じる。

底部盛 り上がり部を載ち割つたところ、ピットに対応して棒状痕跡が認められ、それらの掘

り方が認められた。棒状痕跡は配 1が径 4 cm、 長さ35cm、 No 2が径 5 cm、 長さ36cm、 No 3が径
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6 cm、 長さ38側である。いずれもほぼ垂直に立つ。掘り方は径20cmの 円形で、深さ40clnである。

第19号土坑 (第25図 )

A-5・ 6グ リッドに位置する。長さ125cm、 幅 9 cmの長方形である。深さは最大27cmで、壁

面はほぼ垂直に立ち上がる。底面は長さ120cm、 幅85cmの長方形で、中央部がわずかに盛り上が

り、ピットが 3個ある。堆積土は6層に分けられ、砂が主体となる。

底面盛り上がり部を我ち割ったところ、ピットに対応した棒状痕跡と、それらの掘り方が認

められた。棒状痕跡は、No lが径 7 cm、 長さ65cmでやや北に傾いており、No 2・ 3は径 4 cm、

長さ20cm前後である。掘り方は径25cmの円形で、深さ65cmで ある。

出土遺物は、 24よ り上器片が 1点出土している。文様不明で、厚さ約 4 mllである。

第20号土坑 (第26図 )

E-5グ リッドに位置する。南東部が 1号河川跡に切られているが、長さ120cm、 幅55cmの長

方形と考えられる。深さは最大38cmで、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面は、長さ105cm、 幅

40cmの長方形で、中央部でわずかに盛り上がり、ピットが 2個ある。堆積土は4層に分けられ、

砂が主体である。

底部盛り上がり部を我ち割つたところ、ピットに対応する棒状痕跡とそれらが掘り方が認め

られた。棒状痕跡は残存状況が悪く、径 2 cm、 長さ30cm程度と推定される。掘り方は径18cmの

円形で深さ34cmである。

121 �II層上面検出の上坑

21号上坑 (第26図 )

A・ B-8。 9グ リッドに位置する。長さ160cm、 幅90cmの長楕円形である。深さは最大78cm

で、壁面は急に立ち上がる。底面は、長さ100cm、 幅30cmの長方形で、中央部にピットがある。

堆積土は7層 に分けられ、粘上が主体でわずかに砂層がはさまる。

底面のピットは27× 20cmの精円形で、深さ15cmで ある。ピット内には石が埋まっており、棒

状痕跡の有無は確認できないが、ピット底面には径 4 cm、 深さ15cmの小孔がある。

22号土坑 (第26図 )

E・ F-3グ リッドに位置する。長さ160cm、 幅80cmの長楕円形である。深さは最大88cmで壁

面は急に立ち上がる。底面は長さ70m、 最大幅30cmの不整形で、北側が一段下がリピットがあ

る。堆積土は9層 に分けられ、粘上が主体でわずかに砂層がはさまる。

底面のピットは径20cmの円形で深さ20cmである。ピット上面に小孔が 3個あり、そのうち 2

個はピット底面まで続 く。 1つ は径 3 cm、 深さ30cm、 もう1つ は径 3 cm、 深さ26cmで ある。
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+S望
E3   -´、

+S∬
E3

+S ll
E8

+S13
E8

八

12号土坑

+SM
E5

+S16
E5

B 88n

+S13
E10

苦SЮ

十 S12
E6

冒位 色    詞 土性 備    考

1 黄  褐  色 砂

2 オリーブ褐色 25Y4/4 砂

3 暗オリーブ色 5Y4/3 砂

暗 灰 黄 色 粘と ι3と粘土の混在

5 暗オリープ色 砂

6 黄  褐  色 25Y5/4 砂 黄色堆土地わ堪 じる
暗オリーブ色 砂

8 暗オリーブ褐色 26Y3/3 粘土

9 暗オリーブ色 5Y4/3 砂 L� 1 0S混じる

10 暗オリーブ色 粘土 L�‖のプロック

II オリープ糧色 砂と粘上の混在

12 オリーブ褐色 電土

12号土坑堆積土

13号土坑

色    調 土性 備    考
1 オリープ褐色 砂 費色シルトか堪 じる

2 オリーア褐色 砂

3 灰オリーア色 粘土

4 オリーブ褐色 25Y4/3 砂 ¢2と 混在

5

黄  褐  色 砂
混 在

緑  灰  色 7 5GY6/1 砂

6
暗オリーブ褐色 25Y3/3 粘土

を5と混在
明 黄 褐 色 25Y7/6 括土

暗オリーブ灰色 2 5GY3/1 粘土 LJH混入、ベタベタする

13号土坑堆積土

14号土坑

Ыoやヽ
E8

B_

ぶム

+S12 +S12
E8       E9
15号土坑

0                  2m
r―
―

―

             (1/60)

第24図  12・ 13・ 14・ 15号土坑

色    詞 備   考
1 暗 緑 灰 色

2 暗 緑 灰 色 黄色粘土プロック混じる

3

暗オリーブ灰[
混在、フレイタ出土

砂

4 暗 緑 灰 色

5 緑 灰 色 10GYVl 』2、 4よ り辻径大

6 暗 緑 灰 色
略i混じ

7 ア褐色 粘 上 ペタベタしている

8 暗オリーブ襴 砂 オリーブ黒色(6Y3/1)粘とが混入

14号土坑堆積土

色    調 考

括オリーブ色 駿化鉄が混じる

2 暗オリーブ色 酸イヒ鉄が温じる

3

賭 灰 責 色

5 鷲オリーブ灰色 紐

6 憾 緑 灰

7 賠オリーア灰色 2 6GY3/1

8 暗オリーブ色 オリーブ黒色(5Y2/2)粘土混入

15号土坑堆積土
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+38
E4

か`く

ギ
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B 88m

+S6顎

16号土坑堆積土

B 88耐 B′

>E6

△°  E6
+S6 17号土坑   +S8
E4

+S5 +s5
E9       E10

A_87m

Sl+
E16

S2+
E16

19号土坑

ぽ
´

色     調 備 考

1 7 5GY4/1 砂質シルト 緑灰砂、責褐シルトなど混じる

2 灰  色 資褐シルトカ堰じる

〕
緑  灰  色
暗オリーブ灰色 2 5CY3/1

緑 灰 色

5

緑  灰
混 在

暗オリープ灰迫 2 5G Y371

6 暗オリーア灰色 ベタベタする

7 緑 灰 色 75GYVl
8 緑 反 色 7 5G Y3/1 ′レト

曽也 色    調 土慇 備 10G Y5//1 砂

1 緑 灰 色 10G Y5/1 緑 灰 色 10G Y5/1 砂 暗緑灰色砂と混在
2 緑 灰 色 10G Y5/1 rEIオ リーブ灰色砂が混じる 暗オ,―ブ灰色 75Y4/3 砂 緑灰色砂がわずかに混じる

3 緑 灰 色 10GY5/1 オリーア黒色粘土ブロックが混じる オリーブ黒色 5 YO/2 社

緑 灰 色 10GY5/1 暗オリープ灰色砂
"堰

じる 緑 灰 色 7 5GV5/1 砂
6 緑 灰 也 10G Y6/1 オリー/1色粘iブロックが混じる 14 緑 灰 色 75GYyl 砂 堅くしまる
6 緑 灰 色 10GY5/1 暗オリーブ灰色砂が混じる 15 瞥緑灰 色 7 5GY4/1 粘土

緑 灰 色 10G Y5/1 オリーブ具色粘土がわすかに協じる 灰 色 75CY5/1

8
オリーブ景色 6Y3/2 粘土 17 gオリーア灰t 6GYO/1 縦 ベタベタする

緑 灰 色 10GY4/1

17号土坑堆積土

7

笏

2

色    副 備 考

オリーブ 砂質シルキ

2

3

4 贈緑灰色砂混じる

5 緑 灰 色 砂 ι3に比べ、粒径力状

6 緑 灰 色 暗緑灰色粘上ブロックが混じる

7

瞥 緑 灰 色

音 緑 灰 色

8 きオリーブ灰← 2 5GY4/1 鰯 港土力堪じる

9 警オリーブ灰[ 2 5GY3/1 ベタペタする

18号土坑堆積土

色    調 籍   考
〕 オリーブ黒t 砂

2 秒

3 暗オリーブ灰色
'5GY371

砂

暗 緑 尻 色 7 5GY4/1 砂

6 暗オリーブ灰色 2 5G Y4/1 砂

6 オリーブ黒伯 6 YVl 粘土

7 オリーブ灰g 砂 オリーブ具色粘土お堪じる

B オリーブ具ど ベタベタする

0               2m
(1/6①

Ｃ
一

19号土坑堆積土
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13塗=-87m

A 85m

20号土坑雄積土

S弼十
E8

レ

古S15

+S2
E23

S2+
E25

B-85n     一週

十

+
E8

22号土坑

く

+S4

+

＼ぐ

帳面
彎
生

M十 十
≧ 耐 41劉 墓 坑

B-83m

21号土坑堆積土

E23

第26図  20・ 21・ 22号土坑

第 8表 土坑計測表

層位 色 調 土 性 備   考 3 オリーブ灰色 2 5GY5/] 砂 セ2よ り粒径大

1 黄 褐 色 25Y5/4 砂質シルト 4 オリーア灰色 2 5GY5/1 砂 に」い賞色粘上が混じる

2
黄 褐 色 25Y5/4 砂

混 左
6 営緑 灰 色 7 5GY3/] シ,レ ト 性性あり

暗 緑 灰 色 10C Y4/1 粘土

色   詞 考

1

階緑反 趣 10G Y4/1

灰オリーブ色 75Y5/3

2 暗緑灰色 10GY4/1

3 暗緑灰色 10G Y4/1 緑灰色砂力鳩じる、堅い

緑 灰 色 5G6/1 Wl 暗緑灰色粘とがわずかに混じる、堅い

5 暗緑灰色 7 5G Y371 組

6

秒
混 在

賠緑灰色 76GY3/1

緑 灰 色 粘土

8
暗緑 灰色 10GY3/1 粘土

暗黄福 色 2 5YV8 砂

9 緑 景 10G Y2/1 II

22号土坑堆積土
A 83m

層位 色   調 土性 考 6 オリープ黒色 75Y2/2 粘土

1 暗オリーブ色 5Y4/3 粘土 黄褐色砂粒がわずかに混じる 明 責 褐 色 25Y7/6 砂 オリーブ黒色粘上がわずかに混じる

2 オリーブ黒色 5Y3/2 粘上 黄褐色砂粒がわずかに混じる 8 オリープ黒色 75Y2/2 粘土

3 オリーブ早色 75Y3/2 粘士 黄褐色砂粒が混じる 9 明 責 褐 色 25Y7/6 秒

4

オリーブ黒色 75Y3/2 粘と
混 在

10 尻オリーブ色 75Y5/2 砂 粘土と混在

明 黄 褐 色 25Y7/6 秒 11 灰オリーブ色 75Y4/2 粘土

5 現 黄 褐 色 25Y7/6 砂 オリープ黒色粘とが混じる

No 平 面 形 長  軸 短  軸 底 面  形 長  FIH 短 軸 深  さ 掘 り方の形 径 深  さ 柱痕跡 長 軸 方 向

長 方 形 長 方 形 福  円 形 20× 15 1 N23°Ⅵ「

長 方 形 長 方 形 3 N22° Vヽ

長 方 形 140 長 方 形 円  形  ? N14°WV

グル マ形 長 方 形 円 形  ? 2-4 N24獅V

長 楕 円 形 長 形 42 円 形 ? 3 N28°W
楕 円 形 形 楕 円 形 ? 2 N21°W
楕 円 形 形 円 形  ? 3 N28°W
長  方 形 方 形 円 形  ? 3 N33° Vヽ

長  方 長 方 形 N28° E

橋  円 不整楕円形 円 形  ? N21ヽ7

長 橋 円 長 方 形 僑 円 形 27× 20 1 N56° M′

註 1)セ ンチメー トル単位
註2)方句は真北を基準 とする。
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13)� II層上面の集石

�層を掘り下げたところ、�層上面において礫が多量に出上した。しかし調査員の不手際に

より、記録をとる以前に礫が移動してしまった。そのため、グリッド単位で礫を採集したのみ

である。分布範囲は調査区の西半分で、特にC・ D・ E-2・ 3グ リッドに集中する。礫は亜

角礫、亜円礫が主で、重さは 1～ 5 kgにわたる。焼けた痕跡の明瞭なものはない。

集石には石核および礫石器が混じっている。第61図 2は石核である。自然礫の平坦面を打面

とし連続的な劉離を行っている。石材は砂岩である。第62図 3・ 4は磨石であり、いずれも稜

に磨面を持つ。第62図 5、 第63図 1・ 2も 磨石である。

まとめ

�・�I層 は縄文早期の上器を包含する層である。�層上面の遺構は縄文早期のものと考えら

れる。�層上面の遺構は、縄文早期かそれ以降、後期前葉までのものと考えられる。

0  ～0 9kg

10～ 9 9kg

10 0´-29 9kg

30 0kg´―

第27図 mll層上面礫平面分布図

□

□

圃

圃

＝
洲
毀
ギ生

鶏 盈′

A_88m

0              1m
(1/40)

第28図  B4グ リッド集石

Ell

+S5

固 □

回□ □

回 回

固固

第9表 L�上面検出礫集計表(礫石器を含む)
グリッド 0^ヤ499g 500-999g 1,080～ 1,9998 5,000g～ 計 総重量 (敗 )

3 3 6

1 1

2 1 5 2

1 1 12

Cl 2 3 1 6

C2 1 2 3

C3 2 2 3

C5 1 1 47

1 7 12

D3 1 2 18

E2 3 2 5

1 5 6 144

計 7 7 14
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7.時期不明の遺構 と遺物

ここでは、検出された遺構のうち所属時期に幅をもつものをとりあげた。

(1)土坑

1号土坑 (第29図 )

I-5・ 6グ リッドの 1号河川跡A層上面で検出された。長さ92cm、 幅52cmの隅丸長方形で

ある。深さは25cmで壁はゆるやかに立ち上がる。底面は凹凸が多く、北半が高まる。堆積土は

2層に分けられ、22に は本炭が多量に混じる。出土遺物はない。

3～ 11号上坑 (第29図 )

C・ D-1・ 2グ リッドのV層上面まで削られている部分で、 1号住居跡掘り方を切って検

出された。平面形、規模は下表に示す。堆積土は焼土・木炭を多く含んでいる。

誇あ  ∀―

層位 色    詞 土性 備 考

1 黒 褐 色 10Y R2/3 焼上、木炭、灰力混 じる

2 黒   色 10Y R1 7/1 シ,レ ト 末炭が多量に混じる

1号土坑堆積土

諄
6 ぐ⑤ご

5

■号土坑

F′

F
7号土坑

C′

G        G′

移
悧号土坑

(/1t糸 レベ
'レ

11.Om

″移
10号土坑

3～ 11号土坑堆積土

3号土坑

6号土坑

7号土坑 F

4号土坑

5号土坑 6号土坑

笏

9号土坑

土 坑 lh 色   詞 土 性 備    考 7号 土 坑 黒 褐 色 10Y R3/1 焼土わ場じる

3号 土 坑 褐 灰 色 7 5YR4/1 焼土力珍 く混じる 8号 土 坑 によい黄褐色 10Y R4/3 シ,レ ト 木炭・焼土が多く混じる
4号土坑 21 暗 褐 色 7 5YR3/3 ンルト 末炭・焼とが多く混じる 9号 土 坑 黒 褐 色 10Y R3/1 シ,レ ト 焼土がわずかに混じる
4号土坑 22 灰 褐 色 7 5Y R4/2 ンルト 木炭・焼上がわずかに混じ 10号 土 坑 愚 灰 色 7 5YR4/1 ,レ ト 院土が多く混じる

5号 土 坑 灰 責 褐 色 10Y R4/2 ンルト 木炭・焼土か堀 じる 11号 土 坑 冊 灰 色 10Y R4/1 焼土が混じる

6号 土 坑 灰 責 褐 色 10Y R4/2 ンルト 携土が多く混じる

第29図  1・ 3～ 11号土坑



第10表 3～ 11号土坑計測表
土 坑 位  置 平 面 形 長 (cm) 幅 (cm) 深 lcm) 遺 物 備 考

3号土坑 Cユ 不 整 橋 円 形

4号土坑 Dl 隅 丸 長 方 形 ゼ1:土師器整体部 (ナデーナデ)

5号土坑 Cl 隅 丸 長 方 形 土師器甕体部 (ナ デーナデ)・ 底部 (木葉痕 )・ 鉢口縁部 (ヨ コナデー ヨヨナデ)

6号土坑 C] 円 形 7号 を切る

7号上坑 C] 楕  円  形 6

8号土坑 C2 楕  円  形 9号 を切る

9号上坑 C2 楕  円  形
10号土坑 C・ D2 不整隅丸長方形 土師器邦底部 (ヘ ラケズリー ミガキ :黒色処理 )

11号土坑 C2 楕  円  形 9

7 時期不明の遺構と遺物

まとめ

1号上坑は、河川が埋没し終つた近世以降のものである。 3～■号土坑は 1号住居跡を切っ

ていることから、奈良時代以降のものである。

似)溝跡

1号溝跡 (第 30・ 32図 )

D・ E-9～ 11グ リッドの 1号河川跡A層上面で検出された。北西―南東北向に延び、北西

部を倉庫工事により、南東部を旧魚川により削られている。残存長8.2m、 幅 6m、 深さ40cmで

底面は平坦である。壁の立ち上がりはゆるやかである。西壁部分に、長さ7m、 幅1.5m、 深さ

約20cmにわたり濤状に落ち込む部分があり、一時期古い濤の可能性がある。堆積土は2層に分

かれており、 22が落ち込み部分の堆積土である。

出土遺物は、を2よ り須恵器重底部片 (第30図 1)、 燻し瓦片 (2)力 出ゞ上している。

3号溝跡 (第30図 )

A-9・ 10グ リッドのV層上面で検出された。南北方向にのび、南部は1号河川跡に切られ

北部は調査区外に延びる。残存長 3m、 幅55cm、 深さ50cmで、壁の立ち上がりは急である。堆

積土は2層 に分けられる。出土遺物はない。 1次調査における4号濤跡に連続する可能性があ

る。

4号溝跡 (第 14図 )

A-4・ B-3・ C-2・ D-1グ リッドのV層上面で検出された。北東―南西方向であり、

両端とも調査区外に延びる。 1号住居跡掘り方より古く、 5号濤より新しい。残存長約15m、

最大幅50cm、 深さ約15cmで、底面はほぼ平坦である。堆積土は1層のみである (上色・土性不

明)。 出土遺物は縄文土器の細片 4点である。

5号溝跡 (第 30。 32図 )

D-1、 E・ F・ G-1・ 2、 H-2グ リッドのV層上面で検出された。北西―南東方向で、

南東部は 1号河川跡に切られ、北西部は調査区外に延びる。4号濤跡より古い。残存長約10.5m、

上端幅3.5m。 断面形はV字形に掘った後さらに掘り下げた形で、掘り下げ部上端幅50cm、 下
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端幅30cmである。底面は北から南へ傾斜しており、北端の深さは87∽、南部で120cm、 南端は一

段掘 り下げられ、深さは140cmで ある。堆積土は11層に分けられ、21～ 5がシル トと砂の互層、

26～ 11が シル ト質粘上である。底面には草状の植物遺体が貼 り付いていた。出土遺物は、底

面・壁面より縄文土器が出土している (第32図 3～ 10)。 文様の特徴から、縄文時代後期南境式

にあたると考えられる。

A  .3n

E21
+S9

旧旅川

E36
+S9

E36
+S18

Sl+
E26

+s9 
号溝跡堆積土

5号溝跡堆積土

第30図  1・ 3・ 5号溝跡

坪/60)

S傷
|

中 ド/60)

3号溝跡

0         1m

― ―
      (1/60)

S18平
1

NOS―ト
E26

率23も

層位 色    調 土 性 備   考
1 灰 責 色 25Y6/2 砂質シルト 酸化鉄か堀 じる
2 オリーア褐色 25Y4/3 妙質シルト マンガン粒が混じる

1号溝跡堆積土

色    調 土 性 備    考
1 暗 灰 黄 色 25Y5/2 浅黄色砂が混じる

2
浅 黄 色

混 在 (砂が多い)
費 灰 角
栂 灰 色 ンルト

b 灰 責 褐 色 10Y R5/2 シルト 白色砂わ端状に混じる

5号溝跡

卜~可~~T~~T~~「~引 (1/300)

色     調 土  佳 備 考 6 10Y R3′ ンルト質粘土 マンオン粒が混じる

1 によい黄褐色 にぶい貰褐色 10Y R4ィ 質粘土 マンガン粒が多く混じる

2 灰 黄 褐 色 ンガン粒、摺物遺体が混じる 8 暗 栂 色 質粘上

3 によい責招

`
9 黒 褐 色 10Y R2′ 官粘土

4 灰 責 褐 ンルト質砂 10 10Y R2′ 質tr■ LⅥ土混入、中央部グライイヒ

5 におい責掲色 11 贈オリーブ灰と ンルト質hr■
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6号溝跡 (第31・ 32図 )

A・ B-12グ リッドに位置する。検出層位はV層より上の層であるが、撹乱を受けており基

本層序と対応できない。ほぼ南北方向で、南部は 1号河川跡に切られ、北部は調査区外である。

残存長 2m、 上端幅3.5m、 下端幅60cnl、 深さ2mでぁる。堆積土は19層に分かれ、砂・シルト・

シルト質粘上が細かく重なり合った状況である。底面の南部には長さ1.6m、 幅1.6m、 深さ60

cmの楕円形の落ち込みがある。底面には2個のピットがあり、西が深さ60cm、 東が30cmで ある。

また、落ち込みから南へ濤状に延びる部分がある。堆積土は砂とシルトの互層で、 7層に分け

らヤとる。

出土遺物は、濤の底面および落ち込み部より縄文土器が出上している (第32図 11・ 12)。 いず

れも摩滅が著しい。縄文時代後期に所属すると考えられる。

(1/60)

0         1m
~            (1/60) 溝下落ち込み堆積土

6号清堆積土

第31図 6号清跡

∞
∞
四

あ
十

［
∞
］ 層位 色    調 上 性 偏   考

〕 緑  灰  色 10CY5/1 砂質シルト
2 暗オリープ灰色 5GY4/1 粘i 木炭が層状に混じる
3 暗 緑 灰 色 10G Y4/1 砂質シルト

4
明 緑 灰 色 10GY7/1 粘土

混 在
暗 緑 灰 色 10G Y4/1 砂

5 暗 緑 灰 色 10C Y4/J 砂質シルト

6 暗 緑 灰 e 10GY4/1 砂

暗オリーブ灰色 2 5GY3/1 緑灰色砂が混じる

色  討 土 牲 備 考 J (ゼ 10に同じ,

黄 褐 色 25Y6月 砂質シルト ボロボロする

12

黒 褐 色

2 黄 褐 色 25Y5/4 ,レ ト 25V7/2 ルト

3 責 褐 色 25Y5/4 木炭粒がわすかに混じる 明黄褐色 10Y R7/6 ンルト
4 5Y5/4 13 粘 上 砂粒が混じる

5
14 賠緑灰[ 7 6GY4/1 シルト質粘と

暗灰責色 25Y5/2 16 暗緑灰色 7 5GY3/1 買粘土
6 暗灰黄色 2 5Yy2 ンルト質鵜土 16 緑 灰 色 質聴土 ヨ色砂泣約鵜状に混じる
7 にぶい責色

17
暗緑灰色 76GYVI 質お上

8 黄 灰 色 緑 灰 色 10G Y5/1 シルト質粘土

9
明責褐色 25Y6/6 網状にみられる、約0 5cmの厚さ

の資灰色粘とがはさまる

IB 瞥緑灰色 7 5GY3/1 シルト質粘土

灰 責 色 19 隠緑灰色 7 5GV4/1

Ю
黄 灰 色 25Y5/1 によい費色 25Y6/4 砂罠シル|

灰 責 色 25Y7/2 責 灰 色
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日
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１３

軽議藝η
ヒ 引―や

鰯η
幾隷―軋0
汎

麹
0                            1 0Cm

― ―
  

―

            (1/3)

番号 遺 構 層 位 器 種 外 面 調 整 内 面 調 整 登 録 図 版

1 1号 溝 2層 須恵器 壷 ロクロナデ ロクロナデ

2 l号 滞 2層 瓦 いぶし いぶし Fl

3 5号 溝 壁・底 沈線 35-8 9 5号 溝 壁・底 A35

5号 浦 結東をもつ縄文 (R LorR L R) 35-9 5号 溝 壁・底 条痕か (巾 lla) A36

5 5号 溝 璧・底 撚糸文 (L) 35-10 11 6号 溝 底 縄文か ?、 沈線 35-14

6 5号 濡 壁・底 35-■ 6号溝下落ちこみ 隆線上下に沈線 35-15

5号 溝 壁・底 縄文 ?、 沈練 A33 35-12 13 6号溝下落ちこみ 縄文 (LR)、 沈線

3 5号 溝 壁・底 縄支 (RL)→洗線→ミガキ

第32号 溝跡出土遺物

まとめ

1号濤跡は 1号河川跡埋没後のものであり、近世以降のものである。 3～ 5号濤跡の出土遺

物の縄文土器であるが、検出層位が弥生時代以降の堆積層と考えられることから、弥生～奈良

時代の幅におさまると考えられる。 6号濤跡も出土遺物は縄文土器であるが、検出層位から弥

生時代以降と考えられる。

なお、 5号濤跡は断面形が「V」 字形を呈する特徴を持っており、弥生時代の環濠集落の環

濠の断面形に類似している。

第H表  5・ 6号溝出上遺物集計表
5   号    濤 6   号    濤

部   位 文 部   位 文 様

回 縁 部 無 文 、折 り返 し口 l l 口 縁 部 沈 線 1 1

体  部

縄 : (?)+ 沈 1

体  部

斜 行 績 支 (LR 4

1 斜 行 紹 文 (RL 1

行縄 文 (LR) 3 羽状 紹 文 (RL と

縄 文 (?) 縄 文 (?) 2

撚糸 文 縄 文 (?)+ 沈 線 1

無 文 4 無 文 1

(不明 )+束 ‖支 l (不明 ) l

底   部 l 1 計

計 16



8.各層の出土遺物

8.各層の出土遺物

(1)III層出土遺物 (第34図 1～ 3・ 第12表 )

Ⅲ層からは土師器・須恵器・弥生土器 。縄文土器が出土している。細片が主で、図示できる

ものは3点のみである。第34図 1は土師器甕である。丸味をもった胴部から外反する口縁部へ

続 く。調整は口縁部の内外面積ナデ、胴部外面ヘラケズリ、内面ナデである。 2は須恵器の底

部破片で、一次調査Ⅵ層出上の壷に類似する (第 33図 )。 外面に平行する波状沈線が 3段引か

れる。底部には断面三角形の高台が付 く。 3

は弥生土器片である。 2の所属時期は底部の

みであり判断しづらいが、 1次調査の資料に

似ることから、 7世紀～ 8世紀前半の年代が

与えられよう。 1の上師器も、ほぼ同じ頃に

あたると考えられる。他に出上している土師

器は、ロクロ不使用のものである。

註)古川―明氏より8世紀代の可能性が高いとの御

Q  i l嚇

第33図 一次調査Ⅵ層出土須恵器
教示を得た。

12)Ⅳ層出土遺物 (第34図 4・ 5)

Ⅳ層からは弥生土器片 2点、縄文土器片 5点が出上している。第34図 4は外反する回縁部で

口唇部が直立気味になる。外面に撚糸文 (L)が施文される。縄文土器は撚糸文 (R)の もの

と無文のものがある。

13)V層出土遺物 (第34図 6・ 7)

V層からは弥生土器、縄文土器が出上している。第34図 6は弥生土器甕の上半部である。丸

味をもった胴部から国縁部が外反するものである。口唇部と胴部には縄文 (RL)が施文され

る。顕部には楕円形の刺突文が施される。内面調整は横方向のミガキである。所属時期は弥生時

代中期桝形囲式かそれ以前にあたると考えられる。 7は縄文土器深鉢である。破片で出土した

ものを図上で復元している。復元口径20.2cm、 器高18.lcm、 最大径21.3cm、 底径5.3cmを はかる。

口唇部には刻みがある。胴部には縄文 (LR)が 5段にわたり施文される。内面はミガキ調整
がなされ、炭化物が付着する。所属時期は縄文時代晩期と考えられる。

141 Ⅵ層出上遺物 (第35～40図 。第13表 )

Ⅵ層からは縄文土器454点、石器 9点、土製品 4点が出土している。

土器 小破片が大部分で器形がうかがえないため、文様に主眼をおき記述する。
日縁部資料 :第35図 1～ 6は主に沈線による文様をもつものである。 1・ 2は日縁部が「く」

の字に屈曲し、突起をもつ。突起には2個の盲孔があり、胴部には沈線によるフラビ手文が描
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かれる。 4は磨消し部をもつものである。

第35図 7～ 14は隆線が施されるものである。 8に は逆「 C」 字状の貼付がされる。

第35図 15～ 18、 第36図 1は撚糸文が施文されるものである。15は突起を有し、口縁部外面は

粗く磨かれる。 1は絡状体圧痕文と撚糸文が施文される。

第36図 2・ 3は縄文が施文される。

第36図 4～ 7は無文のもので、 7は丁寧に磨かれており、胴部に細い沈線が見られる。

第36図 8は縦の乱雑な沈線が引かれる。 9は受け回状の特殊な器形のものである。10・ 11は

渦巻状の貼付文である。

胴部資料 :第36図 12～ 18は縄文を地文とし沈線を施すものである。12・ 13に は蛇行沈線が見ら

れる。14～20は沈線間が磨消される。

第37図 1～ 3は集合沈線が施される。

第37図 4～ 7は隆線をもつものであり、いずれも横方向である。

第37図 8・ 9は網目状撚糸文、10・ Hは撚糸文が施文される。

第37図 12に は条線文が見られる。

底部資料 :第36図 13は底径14cmを はかる大形のもので、木葉痕が残る。14に は網代らしい痕跡

が残る。

上製品 第38図 1は小形の婉である。口縁部は小波状をなす。 2～ 4は土製円盤である。

剣片石器 第39図 1・ 2は石鏃であり、いずれも有茎である。 3は不定形石器で、表面右縁に

連続的な二次加工を施している。

礫石器 第39図 4は馬平な礫の両端を打ち欠いたもので、石錘と考えられる。第40図 1は凹石

で、表裏に凹み部をもつ。 2～ 4は磨石である。 5は石皿の破片であり、多孔質の凝灰岩を用

いている。

まとめ Ⅵ層出上の土器は、「 く」字状に屈曲する口縁部をもつものや、地文上に沈線によるワ

ラビ手文、蛇行文などがあり、磨消縄文による文様が描かれる、といった特徴から、縄文時代

後期前葉の南境式にあたると考えられる。同時期の資料は、当調査区の西の下ノ内浦 2次調査

区、山口遺跡、南の六反田遺跡で多量に出上していることから、魚川流域においても当時の人々

が盛んに活動していたことがうかがわれる。土器に用いられる地文であるが、縄文と撚糸文の

割合は点数ではほぼ 1:1である。ただし、沈線が加えられたり磨消されたりする際の地文は

縄文が大多数である。

15)Ⅵ I層出土遺物 (第39・ 41図 )

Ⅷ層からは縄文土器10点、剣片石器 1点が出土している。土器は地文のみのものと、無文の

ものである (第41図 )。 第39図 5は不定形石器で、表面右縁にわずかに二次加工が施される。
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母
3

寮印可
4

蔭 ∬
5

〕                            1 0cm
(1海 )

番 号 層  位 器  種 法   量 外 面 調 整 内 面 調 整 登  録 写  真

1 Ⅲ 層 土 師 器 密 回径 :15 9cm ヘラケズリ→績ナデ ナデ→積ナデ 36-12

2 m 層 須 恵 器 壷 ? 底径 :37種 類 渡状沈線文、糸切 りか ? ロクロナデ 36-11

番 号 層位 器  種 文 様 ・ 調 整 登 録 写  真 番号 層位 器 種 文 様 ・ 調 整 埜 録 写  真

3 m層 撚糸文 (L) B7 36-13 6 V層 養 縄文 (Rし ) 刺文 36-16

4 Ⅳ層 撚系文 (L) 36-14 V層 鉢 回辱キザミ、紹文 (LR) A40 37-1

5 Ⅳ層 撚糸文 (R) 36-15

第34図 Ⅲ・Ⅳ・ V層出土遺物
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番号 器  種 文 様 ・ 調 整 登 録 写  真 番号 器 種 文 様 ・ 調 整 登 録 写  真
l 深  鉢 突起部に盲孔、縄文→沈線 A41 37-2 深  鉢 隆線上に沈線 A50
2 深  鉢 突起部に盲孔、沈線 (フ ラビ手文 ) A42 37-3 11 深  鉢 隆線、撚糸文 A51 37-12
3A 深  鉢 縄文 (LR?)→ 沈線 A43 37-4A 深  鉢 隆線下に沈線 A52 37-13
深 鉢 縄文 (LR)→ 沈線 (V字状文 ) 37-4B 13 深  鉢 隆線 A53
深 鉢 円形貼付文、縄文 (LR)→ 沈線 37-5 14 深  鉢 隆線下に沈線 A54

5 深  鉢 縄文 (LR) →沈線 37-6 深  鉢 突起あり、体部撚糸文 (R) A55 37-14
6 深 鉢 沈線 (蛇行 ) 37-7 深  鉢 撚糸文 (R) A56 37-16
深 鉢 隆線→痺」突、円形貼付状、沈線 37-8 17 深  鉢 撚糸支 A57

8 深  鉢 隆線 A48 37-9・ 1 深  鉢 燃糸文 A58 37-17
9 深  鉢 隆線、撚糸文 A49 37-H

第35図 Ⅵ層出土土器 (1)



8.各層の出土遺物
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番号 器  種 文  様  ・ 調  整 登  録 写  真 番号 器 種 文 様 ・ 調 整 登 録 写  真
ユ 深  鉢 絡状体圧痕、撚糸文 (R) A59 37-15 深  鉢 沈線 A74 37-27

2 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線 A60 37-18 深  鉢 沈線→ ミガキ A75 37-28

3 深  鉢 縄文 (LR) A61 37-19 深 鉢 沈線、縄文 A76 37-29

深  鉢 無文 A62 深 鉢 縄文 (RL) →沈線 A77 37-30

5 深  鉢 縄文か ? A63 深 鉢 沈線、縄文 A78 37-31

6 深  鉢 無文 A64 21 深 鉢 縄文 (LR)→ 沈線 38-1
7 深  鉢 ミガキ、沈線 A65 37-20 深 鉢 縄文 (LR)→ 沈線 A80

8 深  鉢 粗い沈線 A66 37-21 深 鉢 A81

9 鉢 無文、受け口状 A67 深 鉢 縄文 (LR)→ 沈線 38-2
10 隆線 (渦文 ) A68 37-22 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線 38-4
l] 隆線 (渦文 ) A69 37-23 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線
12 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線 (蛇行 ) A70 37-24 深  鉢 縄文、沈線

深  鉢 A71 37-25 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線 A86 38-3
14 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線→ナデ A72 37-26 深  鉢 縄文 (LR)、 沈線→ ミガキ A87

を5 深  鉢 沈線、縄文 (LR) A73 深  鉢 紹文 (LR)→ 沈線→ ミガキ A88

第36図 Ⅵ層出土土器 (2)



隷

・
社

工
輔】

れ
い川
執

路

、

〔
増〕
軍

Ｈ

Ⅱ章 調査の成果

‖
1カプ

溜

0              1 ocm
(1/3)

番号 器  種 文  様  ・ 調  整 登 録 写 真 番号 器  種 文 様 ・ 調 整 登  録 写 真
1 深  鉢 縄文 (LR)→ 沈線 A89 38-5 9 深  鉢 網目状撚糸文 (R) A97
2 鉢 沈線 A90 深  鎌 網目状撚糸文か ? A98 38-10
3 深  鉢 沈線 A91 深  鉢 撚糸文 (R) A99

深  鉢 縄文 (LR) A92 2 深  鉢 沈線 (半蔵竹管か ?) A100 38-9
5 深  鉢 隆線、縄文 (LR) A93 38-6 木葉痕 A101
6 深  鉢 陸線、縄文 (LR) A94 網代痕か ? A102

深  鉢 隆線→網 目状撚糸文 (R) A95 38-7 ナ デ A103
8 深  鉢 網目状撚糸文 (R) A96 38-8

第37図 Ⅵ層出土土器 (3)



8,各層の出土遺物

3
2

0                     5 cm

―

                   (1/2)

番号 器  種 口 径 器  高 文 様 調 整 登  録 写 真
ltt 11 5cm 5m 波状回縁、内外面 ミガキ P2 38-11

番号 器  種 長 (mm) 幅 (mdI) 厚 (md) 重 (g) 文 様 。 調 整 登  録 写  真
2 上製円盤 37 8 縄文 (LR) P3 38-12
3 土製円盤 95 23 2 沈線、縄文の痕跡 P4 38-13
4 土製円盤 6 15 4 P5 38-14

◆

◆

ら

爾
‐―Ｉ
Щ
一

に

‐

鯵

２

１

　

　

１

第38図 Ⅵ層出土土製品

秒働ら
番号 層  位 器 種 石   4/j 長 (mn) 幅 (mm) 厚 (Im) 重 備 考 登  録 写  真
1 Ⅵ 層 石   鏃 珪 質 頁 岩 (33 ) 13 5 37 4 茎部欠損、アスファル ト付着 K10 38-20
2 Ⅵ 層 石  鏃 珪 質 頁 岩 1 Kl] 38-21
3 Ⅶ 層 不 定 形 珪 質 頁 岩 144 刈部角60( K12 38-22
4 Ⅵ 層 石  錘 安  山  岩 44 7 122 8 K13 38-23
5 Vtl 層 不 定 形 31 2 19 5 5 上辺欠損、刃部角 40° K14 38-24

第39図  Ⅵ・Ⅶ層出土呆」片石器



Ⅱ章 調査の成果

0                            1 0cm
l                            (1/3)

番号 器  種 石  材 長 (m) 幅 (an) 厚 (an) 重 (g) 備 考 登 録 写

ユ 凹  石 凝 灰 角 礫 岩 530 凹み 2面 K15 38-25
2 磨  石 安  山  岩 800 磨面 1面 K16 38-66
磨  石 花商閃緑 岩 740 磨面 1面 K17 38-27

4 磨  石 安  山  岩 82 740 磨面 2面 K18 38-28
石  皿 凝  灰  岩 (144) (108) (77) 破損品 K19 38-29

第40図 Ⅵ層出土礫石器



8 各層の出土遺物
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第41図 Ⅶ層出土土器

第12表 Ⅲ層出上土器集計表

16)�・�I層出土遺物 (第42～63図 )

� o�層からは、縄文土器と石器が出上しているが、後述するように遺物は混在している可

能性が高いため、両層あわせた分類規準を設けた。記述にあたつてはとり上げ層位ごととする。

番号 器  種 文 様 。 調 整 登  録 写 真 番号 器  種 登  録 写  真

1 深 鉢 縄文 (LR) A104 38-15 4 深  鉢 無文 A107 38-16

2 深  鉢 縄文 (LR) A105 5 深  鉢 網目状撚糸文 (R) A108 38-18

3 深  鉢 ナ デ A106 38-17 6 深  鉢 撚糸文 A109 38-19

上  師  器 (外 面――内 面 ) 須 恵 器

必

口 縁 部

横 ナ デーーーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 4

13 邦

口 縁 都 ロ ク ロー ー ー ー ロ ク
ロ 3

6
ミ ガ キーーーーーー ミ ガ キ (黒色 ) 2 体  部 ロ ク ロー ー ー ー ロ ク ロ 1

ガ キ (黒色)一―― ミ ガ キ (黒色 )
底  部

回転糸切 り後周縁手持ヘラケズリ 1

不  明

―

―ミ ガ キ (黒色 ) 2 ヘラ切 り 1

体  部 不  明―――――― ミ ガ キ (黒色 ) 高台郷 高 台 部 ロ ク ロー ー ー ー ロ ク ロ

底   部

手持ヘラケズリーーー ミ ガ キ (黒色 )

甕

口 縁 部 ロ ク ロー ー ー ー ロ ク ロ 3

ガ キ (黒色)一―― ミ ガ キ (黒色 ) 1

体  部
平行タタキ

ー

ナ  デ

不  明―――――― ミ ガ キ (暴色 ) 3 ロ ク ロー ー ー ー ロ ク ロ 4

甕

口 縁 部
横 ナ デーーーーーー→横 ナ デ 12 底  部 不   明 2

不  明―一―十~~‐不  明 8 計 1

体  部

ナ  デ

ー

ナ  デ 3

277

弥 生 土 器

ナ  デーーーーーーー不  明
体  部

撚 糸 文 (L) 1

2

ヘラケズリーーーーーナ  デ 8 撚 糸 文 (R) と

不  明

一

不  明 縄 文 土 器

底  部
木 葉 痕 4

8

体 部

縄 文 (LR) 1

9不   明 4 縄  文 (RL) 3

高  邦 脚  部 朱彩 。「ハ 十の字に大 きく開 く 1 1 撚 糸 文 (R) l

計 不  明

第13表 Ⅳ層出土上器集計表
部  位 文 様 ・ 調 整 点  数 部  位 文 様 ・ 調 整 点  数

口 縁 部 無  文 17

外  部

縄  文 ?) 10

体  部

沈 線 文 縄  文 R、 結東あり) 3

隆 線 文 撚 糸 文 (し ) 11

刺 突 文 2 撚 糸 文 (R)

縄   文 R)十 沈 線 文 7 撚 糸 文

縄   文 RL)十 沈 線 文 5 網目状撚糸文 (R) 1

縄   文 ?)+沈 線 文 1 網目状撚糸文 (?) 1

撚 糸 文 ?)十 沈 線 文 1 無  文 ミガキ) 24

縄  文 ?)十 隆 線 文 十 盲  孔 I 無   文 ナデ)

隆 線 文 +盲  孔 I 無   文 ケズリ) 2

隆 線 文 十 沈  線 l 無   文 不明 )

縄   文 不   明

縄  文 RL)
底  部

ミ ガ キ 2
8

縄  文 RL) 2 不   明 6

縄  文 RLR) 1



Ⅱ章 調査の成果

土器 �層より122点、�層より45点の計167点が出上している。いずれも破片で、器形をうか

がえるものはない。また、摩滅しているものも少なくない。文様によりI～Ⅳ類に分けた。

I類 押型文の施文されるもの

Ⅱ類 沈線文のみ施文されるもの

Ⅲ類 条痕文の施文されるもの (沈線文もつものをⅢ a、 条痕のみのものをⅢ bと する)

Ⅳ類 無文のもの

�層出土土器 (第42～44図) 第42図 1は H類土器で、平行沈線を境に斜位沈線が方向を変え

て描かれる。 2～ 5はⅢ a類土器である。2は口唇部に刻みをもち、内外面には条痕が施され、

外面には細沈線が引かれる。 3は外面には沈線による三角形状の区画内に平行する沈線が引か

れる。内面には条痕がみられる。 4・ 5は外面に太く粗い沈線が斜位に引かれ、内面には条痕

がみられる。 6～ 10は条痕のみ施文されるⅢb類である。13～22はⅣ類の回縁部資料である。

13・ 14は口唇部が尖り、その下がわずかに肥厚する形態である。他の口唇形状は、15～ 17・ 20～ 22

は外削ぎ状で、18。 19は丸みをもつ。20～22は ,ヒ較的厚手のもので、大形品であろう。

それ以外に無文および文様不明の胴部片を図示した(第43～44図 )。 胴部片の厚さは 4 1nnl～ 14

mmの幅があり、平均器厚は 9 1mmである。第44図 27・ 28は胴下部の破片とみられ、丸底が尖底を

思わせるカーブを描 く。29は平底の底部片である。

土器胎土はいずれも砂粒を含む。植物繊維は含むものもあるが、合有量はごく微量である。

�II層出土土器 (第 45・ 46図)第 45図 1は I類土器である。外面に平行線状文が横走し、 2本

一組の縦割文の間に重層山形文が描かれる。平行線状文と重層山形縦割文が同一原体上のもの

か別のもかは不明である。内面はナデ調整。器厚は約 9 mllで、胎土は砂粒を多く含むが繊維は

含まない。 2～ 4はⅣ類土器である。日唇部形状は、 2・ 4は丸みをもち、 3は尖る。

他に無文および文様不明の破片がある(第45図 5～ 22、 第46図 )。 胴部片の器厚は 4 1mll～ 141nln

の幅があり、平均は 8 1mllである。第45図22は器厚13muxlを はかる大形のものである。第46図 5。

6は平底の底部資料である。胎上、繊維については�層同様である。

石器 石器は�層より87点、�層より44点、計131点が出土している。ここでは、まず分類規準、

計測規準を明らかにし、次に層位ごとに記述する。

分類 石鏃・尖頭器・石匙を定形石器としてとり出し、それ以外のものを不定形石器として刃

部の形状から細分した。

石鏃 尖端の作り出しが明瞭で、基部整形がなされており、かつ両縁が完全に整形されている

剣片石器。その形態から I類 :凹基のもの、H類 :平基のもの、Ⅲ類 :細長いもので基部が雁

又状のもの、Ⅳ類 :そ の他、に分類する。

尖頭器 石鏃と同様の調整を施すが、最大長が 4 cmを こえるもの
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8 各層の出土違物
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0                    5 cm
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番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真 番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真

1 � (外 )沈線、 (内 )ミ ガキ ? A162 39-1 11 A (外 )隆線 ?沈線 (内〕ミガキ 39-13

2a � 口唇刻み、 (外 )条痕→沈線 (内 )条痕 A157 39-2 B (外 )沈線 (内)ナ デ ? A160 39-12

2b m 日唇刻み、(外 )条痕→沈線(内 )条痕 A158 39-3 D (外 )沈線、ケズリ A209 39-lJ

2 � A159 39-4 E (外 )沈線 39-15

3 Xu (外 )沈線 (内 )条痕 A163 39-5 C

4 � (外 )沈線 (内 )ケズリor条痕 A155 39-6 D A215

5 � (外 沈線 (内 )条痕 A176 39-7 F (外 )ケズリ(内)ナ デ ? A234 39-16

6 � C8 (外 )沈線 (内 )条痕 A203 39-8 A 雛 罐 39-17

7 � B10 (外 )沈線 (内 )条痕 A179 C A199 39-18

8 � (外 )沈線 (内 )条痕 A178 39-9 E A?24 39-19

9 Xl (外 )沈線or条痕 (内)条痕 39-10 C (内 )ナ デ ? A205 39-20

10 � A4 (内 )条痕 39-11 E (外 )ミ ガキタテ (内)ミ ガキ 39-21

第42図 Ⅶ層出土土器 (1)



E章  調査の成果
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／

秘靱
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姥
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o                     5cm
1       1/2

番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真 番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真

1 13 � Cl

2 39-23 14 C3 (外)ミ ガキ A186

3 15 C3 (外)ナ デ ?(内 )ナデ織維微量 A187

4 � (外 )ミ ガキ A166 39-22 16 C3+D3 (外)ナ デ ?(内 )ナデ ? A188 39-25

5 狐 17 C5 (内 )ミ ガキ A190

6 � C5 (内 )ミ ガキ

7 Xl (内 )ナデ ? と9 C6 (外 )ナ デ? A192

3 期 C6 A198

9 Xl A174 C7 (外 )ナデ ?(内 )ナ デ ? 39-24

期 (9・lミ ガキ? A175 C7 (外 )ナデ?(内 )ナデ ? A195 39-26

11 Xl (内)ミ ガキ C8 (内)ミ ガキ繊維微量 A196

12 ll C8 (外)ナ デ ?

第43図 Ⅶ層出土土器 (2)



8 各層の出土遺物

塁鶴 脚Ю

騨 定4

塩牌
16

運丸
観 脚

日

周
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11

比7

21

縛
為
壽
霞

円
Ｈ
日
‐―
‐―

坪

２５

鮎ガ
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o                     5cm

29       (1つ
番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 r_B 登 録 写 真 番号 層位 グリッド 文 様  ・ 調 整 登 録 写 真
1 (内 )ナ デ ? A198 16 � El A221
2 C8 (内 )ナデ ? A200 17 � El (外 )ナ デ?繊維微遺 A222
3 18 � El+E2 (外)ミ ガキ (内)ミ ガキ繊維微遺 A223 40-1
4 (内 )ナ デ A202 19 � E2 (外)ナ デ?(内 )ナデ?繊維微握 A226
5 20 � E2 A227
6 繊維微量 A206 21 Xl 84 A228
7 (外)ミ ガキ (内 )ナ デ D2 XI E4 (内)ナ デ ? A229
8 � E5 A232
9 F3 (外 )ミ ガキ (内〕ミガキ A236

(内 )ナ デ ? F3 (外)ナ デ ?(内 )ナデ ? A237

(内)ナ デ ? F3 A238 39-30
12 � (外 )ミ ガキ (内 )ナ デ?BIc微豊 39-27 B2 (内 )ミ ガキ 40-2
13 (外 )ナ デ?(内 )ケズリ? A217 D2 A210 40-3
14 (外 )ケ ズリ?(内 )ナデ?繊維微量 A219 A225 40-4

(外)ミ ガキ A220 39-29

第44図 �層出土土器 (3)



Ⅱ章 調査の成果

円

日

川

胤

日
‐―
牡

み

0                    5 cm

(1/か

番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真 番号 層位 グリッド 文 様 ・ 調 整 登 録 写 真

(外 )押型文 (内 )ナデ A261 40-5 12

2 (外)ナ デ?(内 ) A243 40-6 13 C5 A257

3 (外)ナ デ?(内 )ナ デ繊維微握 A252 40-7 14 C6 (外 )ケズリタテ→ミガキ? A258 40-14

4 (外 )ミ ガキ?(内 )ミ ガキ ? A267 40-8 15 C7 (外 )ナデ?(内 )ミ ガキ? A259 40-13

5 (外 )ナ デ? A240 16 C7 (外 )ケ ズリタテ→ミガキ A260 40-12

6 A5 (外)ミ ガキ?(内 )ナデ?織維微量 17 C8 A262

7 A3 (内)ミ ガキ A242 40-9 18 Dl (内 )ミ ガキ ? A263

8 (内)ナ デ ? A245 40-■ 19 (内 )ナ デ ? A264

9 B7 (内 )ナ デ?(内 )ミ ガキ? 40-10 D4 (内 )ナ デ?繊維微量 A265

10 B7 (内 )ミガキ? 、
す 同一個体

A249 21 (内)ミ ガキ A266 40-16

11 B7 A250 22 (内 )ケズリタテ A268 40-15

第45図 �層出土土器 (1)
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2

綴珂
o              5cm

(1つ

番号 層位 グリット 文 様  ・ 調 整 登 録 写 真 番号 層位 グリッド 文  様 調  整 登 録 写 真
I (内)ミ ガキ?繊維微豊 40-17 4 (内)ミ ガキ ? A270

2 Xl E4 A271 5 JI (内 )ナ デ ? A246

3 F2 A272 6 � B7 (内 )ナ デ ?

第46図 �層出土土器 (2)

1 2 1 1 1 4

3 2 4 3 多

3 1 2 3 ユ

l 5 4 2 5 ″

4 4 6 1 )
3 5

レ

�層出土土器点数 �層出土土器点数

第47図 土器平面分布図

石匙 両側縁から作出される凹部によりつまみ部を有するもの

不定形石器 主に長さ 2 mm以上の二次加工が施されるもの

I類 連続した規則的な二次加工により刃部が作出されるもの

IA 表裏両面から二次加工が施されるもの

IB 片面加工が全周に及ぶもの

IC 片面加工が一～二側縁に施されるもの

ID 二次加工により尖頭吉[を作出するもの

IE 折れ面に二次加工が施されるもの

‖類 両極剣離痕をもつもの

III類 刃部の平面形が鋸歯状になるもの

Ⅳ類 凹部を作出するもの

二次力Π工ある剣片 上記以外の二次加工をもつもの



Ｔ

長
‐

‐

上

Ⅱ章 調査の成果

不明石器 二次加工をもつもののうち、破損などによって本来の形を失っているもの

微細Dtll離痕ある剣片 連続した微細剣離痕 (長さ 2111111未満)を もつもの

礫石器は、凹部あるものを凹石、磨面あるものを磨石、凹部と磨面をあわせもつものを磨凹

石とする。

表面
基端部

裏面

○長さ。幅は、打面が不明の場合は最大長・最大幅

○石鏃について

残存素材象」離面 片面 :片面に残存
工 凹み部深               両面 :両面に残存

凹度 :凹み部深さ凹み部長

○刃部深度は片面調整のもののみ最深部を計測

第48図 石器の計測方法

�層出土石器 (第49～ 55・ 59～62図 )

石鏃 (第49図 1～12) 12点出上している。いずれも無茎で、 1～ 5が I類、 6～ 9が H類、

10がⅢ類、11がIV類にあたる。

石匙 (第49図13)横 長鋼片を素材とし、側縁につまみを有する。表面端部、腹面基部に対照

的な二次カロエが施される。

不定形石器 IA類 (第49図 14・ 15) 14は裏面左縁に両面より、右縁に表面より二次加工が施

される。15は大形の剣片を素材としており、表面右縁に両面加工、左縁な片面加工がされる。

不定形石器 IB類 (第50図 1)表 面全周に二次カロエが施され、精円形に成形される。刃部角

は大きヤゝ。

不定形石器 IC類 (第50図 2～ 6、 第51図 1～ 10、 第52図 1～ 3) 第50図 2・ 4～ 6は 1側

縁に、3は側縁から端部にかけ二次加工が施される。第51図 1は 1側縁に丸みをもつ刃部をもつ。

2・ 3は端部を欠くが、直線的な刃部をもつ。 4は火熱により破損しているが、 9と ともに丸

みをもった刃部である。10は二側縁に小さな二次加工をもつ。第52図 1～ 3は、裏面にも二次

先瑞部



8 各層の出土遺物

加工が施されるもので、 1は裏面端部、 2は表裏の左縁に、 3は裏面縁部に刃部をもつ。

不定形石器 ID類 (第52図 4・ 5) 4は 表面の、 5は裏面の二次加工により端部に尖頭部を

作っている。

不定形石器 IE類 (第52図 6・ 7) 折れ面への加工方向は裏面からである。

不定形石器 ‖類 (第52図 8) ピエス・エスキーユである。一端は欠損するが、直交する二対

の刃部を有するとみられる。

二次加工ある剣片 (第52図 9～ 12、 第53図 1～16) 20点出上している。

不明石器 (第54図 1～ 5) 5は 交互剣離が全周にめぐりそうであり、箆状石器とみられる。

微細剣離痕ある剣片 (第54図 6～ 13・ 第55図) 22点出土している。剣片の縁部、端部に使用

によるものとみられる微細剣離痕をもつ。

礫石器 (第62図 1) 凹石が 1点出上している。扁平な礫の片面に凹部をもつ。一部が黒変し

ている。

石核 (第 59図 6。 7、 第60図 1) 6・ 7は劉片素材の石核である。 1は 自然礫の平坦面を打

面とし、連続的な劉離を行っている。

�‖層出土石器

石鏃 (第56図 1～ 7) いずれも無茎である。 1～ 6は I類、 7は H類である。

尖頭器 (第56図 8) 他の石鏃に比べ特に大きいためとり出した器種である。表面には深い調

整、裏面には浅い調整がされる。裏面に素材面を大きく残す。

不定形石器 IC類 (第56図 9～ 14、 第57図 1～ 3・ 6) 9。 13・ 14は裏面の側縁に二次加工

が施される。10・ 12・ 1・ 2は表面に刃部をもつ。11は二次加工後に破損したものである。 3

は表裏の左縁に対照的な刃部を有する。 6は 5と 接合する資料だが、破損後に二次加工を施し

ている。上半 (5)に は微細剣離痕がみられる。

不定形石器Ⅲ類 (第57図 4) 表面右縁に鋸歯状の刃部をもつ。打面部は除去されている。

不定形石器Ⅳ類 (第57図 8)破 損品であるが、裏面からの二次加工による凹部をもつ。

二次力H工ある剣片 (第57図 9～ 12、 第58図 1～ 4) 8点 出土している。

不明石器 (第58図 5～ 7)5・ 7は両面加工による立面観鋸歯状の刃部を有する。 6は破損し

た石鏃であろう。

微細剣離痕ある剣片 (第58図 8～ 15、 第59図 1～ 5) 火熱痕のあるものが多い。15の大きい

破片は�層出上のものである。 3は折れ面に微細剣痕跡がある。

礫石器 (第62図 2) 片面に磨面と凹部をもつ。一端は欠損している。

石核 (第60図 1・ 2) 1は 作業面を2面 もち、周辺から求心的な剣離が行われる。 2は作業

面を3面 もち、表と裏では打面が90°転移する。いずれも珪質頁岩のま」片素材の石核である。



Ⅱ章 調査の成果
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番号 グリッド 器  種 長(dE) 幅(mt) 厚 (Im) 重(g) 石 材 調整 破損部位 凹み部長 凹み部深 凹  度 備 考 登 録 写 真

1 石 鏃 I 222 差質頁 岩 両面 両  面 0171 41-1

2 石 鏃 I (254) (174) 13 瑳質 買岩 両面 基  部 片  面 ■-2

3 石 鏃 I (199) (139) 珪 質 頁 岩 両面 鰍 基ど 片  面 K73 41-3

百 鏃 I (244) (222) 8 産質 頁岩 耐 先  端 両  面 被熱、墓部ガジリ ■-4

5 石 鏃 I (171) 5 チャー ト 爾 先  端 両  面 0181 41-5

6 石 鏃 II 1 瑳質 頁岩 雨 先  端 両  面 K49 41-6

7 石 鏃 H 27 1 3 駐質 買岩 雨 両  面 41-7

8 石 鏃 IJ 24 瑳質 頁岩 雨 両  面 K108 41-8

9 石 鏃 H (240) 瑳質 頁 岩 雨 先  端 両  面 K122 41-9

10 A4 石 鏃 170 珪質 頁岩 雨 片  面 0533 ■-10

11 石 鏃 W (208) 石英安山岩 繭 先  端 両  面 41-11

12 石 鏃 (128) (121) 魅質 頁 岩 繭 墓  部 K105 41-12

番号 グリッド 器  種 長 (噸 ) 幅 (IIm) 厚(mI) 重(g) 石 材 ITm 表面の画構成 破損部位 刃 角 刃部深 度 備 考 登 録 写 真

13 石  匙 57 1 213 61 瑳質 頁岩
背
階

K33 41-13

14 不定形 珪質 頁 岩 I 5 41-14

15 不定形 427 崖質買 岩 H 13 41-15

第49図 �層出土最J片石器 (1)
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0                5 cm
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番号 グリッド 器  種 長 (Iua) 幅 (III) 厚(m) 重(g) 石 材 打面 表面の面構成 破損部 位 河  角 刃部深度 備  考 登 録 図 版

1 不定形 579 翌質頁岩 剰 二十H 左・下65。、右50・ 16 41-17

2 不定形 IC 〕68 75 112 瑳質買岩 剰 I ttIV 41-18

3 不定形 IC 残質頁岩 調 4 II 表 面 3 表面積熱 41-16

4 不定形 IC 瑳質買岩 剣 I ttIV K59 41-20

5 D2 不定形 IC 174 駐質買岩 剣 5 41-21

6 不定形 IC 72 珪質頁岩 自十 1 tt l ttIV 5 左縁m.f K■ 8 41-19

第50図 �層出土剥片石器 (2)
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番号 グリッド 器  種 長 (mm) 属(I II) 厚 (m) 重 (g) 石 材 打面 表面の面構成 破損 部 位 刃 角 刃部深度 備  考 登 録 図 版

1 F2 不定形 IC 102 156 珪質貢岩 劉 目十 1 tt H 右縁 6 K132 41-22

2 A6 不定形 IC 35 6 77 瑳質買岩 調6 I 先端 3 41-23

3 A6 不定形 IC 437 70 61 瑳質頁岩 剣 I 先端 3 41-25

4 A■ 不定形 IC 畦質買岩 I 瑚 4 被熱 4ユ ー24

5 不定形 IC 34 1 墜質頁岩 I 基端・左縁 4 K104 41-26

6 C3 不定形 IC 珪質頁岩 I 謡 3 42-1
7 D5 不定形 IC 365 102 珪質貢岩 劉 二十Ⅳ 先端 45° 3 K■0 42-2
3 不定形 117 138 残質頁岩 剥 I tt H 先端 60・ 6 K126 42-3
9 F3 不定形 IC 17 9 72 41 珪質買岩 I 瑚 7 K137 42-4
10 C] 不定形 IC 葬質百岩 錦 左45°・右60・ 左2・ 右1 42-5

第51図 �層出土最]片石器 (3)
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番号 グリッド 器  種 長 (at) 幅 (IB) 厚 (画 ) 重(g) 石 材 tlH 表面の面欄戌 破損 部 位 刃  角 刃解 度 備 考 登 録 図 版

1 不定形 55 珪 質 頁 増 Ⅳ 錦 5 42-6

2 不定形 珪 質貫岩 二十Ⅳ 表45°増も0( 表 2・裏 2 42-8

3 不定形 281 差質 買岩 I 琳 表40°・裏5ば 表 5・裏 6 K134 42-7

不定形 71 瑳 質頁 岩 II 錦 電 42-9

5 不定形 瑳 質頁 岩 調31 I+H 1 K124 42-■

6 不定形 33 8 76 珪質頁 岩 剥 r 2 表右の調整は新 42-10

7 不定形 27 7 珪質 頁磐 繭 錦 3 K98 42-12

8 不定形 II 277 71 瑳質貢 岩 弼 被熱 K128 42-13

9 二次加工劉片 67 55 15 珪質貢 岩 42-14

C] 二次加工剣片 332 瑳質頁 岩 調 2 被熱 42-15

C2 二次加工剣片 47 瑳質頁岩 調 3 42-16

C3 二次加工剣片 51 差 管 百 岩 被熱 42-17

第52図 �層出土象1片石器 (4)
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番号 グリッド 器 種 ヂミ (al ) 幅 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 石  材 打面 調整部位 僑 考 登 録 図  版
1 C3 二 次 加 工 剣 片 67 珪 質 買 岩 端 部 折れ面にm.f K66 42-18
2 C3 二 次 加 工 剣 片 珪 質 買 岩 縁 部 表面右縁にm.f K74 42-22
5 E3+C5 二 次 加 工 剣 片 81 珪 質 買 岩 縁 部 表面左縁上半の調整は新しヤ K121+85 42-21

6 C5 二 次 加 工 剣 片 35 2 129 10 3 珪 質 買 岩 端部・縁部 K84 42-23

7 二 次 加 工 剣 片 57 珪 質 頁 岩 K87 42-24

8 C8 二 次 加 工 剰 片 54 珪 質 頁 岩 綴 部 K88 42-25

9 C8 二 次 加 工 劉 片 25 1 17 4 14 瑳 質 頁 岩 剣 縁 部 K90 42-26
二 次 加 工 剣 片 125 07 瑳 質 頁 岩 縁 部 K91 42-27

11 C9 二 次加 工 剣 片 25 瑳 質 頁 岩 縁 部 被 熱 K92 42-28

12 Dl 二 次加 工 制 片 36 4 32 珪 質 買 岩 縁  部 被 熱 K93 42-29

13 D2 二 次 加 工 all片 56 53 珪 質 頁 岩 点状 面縁部 基端部にm.f K96 42-30

14 D5 二 次 加 工 剣 片 23 2 95 珪 質 買 岩 端部・縁部 K l12 42-31

15 E5 二 次加 工 劉 片 28 5 184 19 珪 質 頁 岩 縁 部 先端部にm.f K127 42-32

E3 二 次加 工 剣 片 36 5 29 6 37 40 珪 質 貢 岩 調 4 縁 部 K123 42-33

第53図 �層出土剣片石器 (5)
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番号 グリッド 器 種 長 (mm) ‖目 (mm) 厚 (wШ ) 重 (g) 石 材 打面 調整部位 備 考 登 録 図 版

l A ll 不 明 石 器 146 15 珪 質 買 岩 縁  部 刃角 50° K52 42-34

2 D3 不 明 石 器 瑳 質 頁 岩 剣 縁 都 刃角 55° K103 42-36

3 El 不 明 石 器 29 0 26 珪 質 買 岩 縁  部 石鏃未製品か Kl17 42-37

F2 不 明 石 器 7 4 珪 質 頁 岩 K130 42-38

5 F3 不 明 石 器 45 0 建 質 買 岩 周縁部 ヘラ状石器破損品か K136 42-39

6 A6 微 細 剣 離 痕 39 9 41 2 17 4 珪 質 買 岩 調 4 縁 部 K44

7 A5 微 細 剣 離 痕 28 8 13 瑳 質 頁 岩 縁 部 被熱 K41

8 A6 微 細 劉 離 痕 52 54 珪 質 頁 岩 端 部 K45

9 A9 微 細 剣 離 痕 瑳 質 頁 岩 剣 K47

B2+E2 微 細 剣 離 痕 珪 質 頁 岩 剣 縁 部 被熱により破損 K甜 +120 42-40

11 微 細 剣 離 FR 21 8 珪 質 買 岩 調 3 両縁部 K57

12 Cl 微 細 剣 離 痕 24 1 瑳 質 頁 岩 縁 部 K63

13 C3 微 細 剣 離 痕 33 1 184 瑳 質 頁 岩 調 3 端 部 被熱 K71 42-41

第54図 �層出土泉」片石器 (6)
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番号 グリッド 器 種 ず琵 (In d) 幅   (BI) 厚 (mn) 重 (g) 石  材 打面 調整部位 備 考 登 録 図 版

1 C3 微 細 剣 離 痕 52 2 170 珪 質 頁 岩 原面 縁 部 K72 42-42

2 微 細 剣 離 痕 31 2 珪 質 頁 岩 端 部 K81

3 D2 微 細 剣 離 痕 23 2 15 瑳 質 頁 岩 縁 部 K100

4 D3 微 細 剣 離 痕 珪 質 頁 岩 縁 部 被熱 K106

5 D5 微 細 剣 離 痕 30 8 21 3 珪 質 頁 岩 端 部 被熱 K ユ

6 D5 微 細 剣 離 痕 瑳 質 頁 岩 調 2 裏面左縁の調整 は新 しヤ K

7 微 細 剣 離 痕 100 珪 質 頁 岩 剰 両縁部 K

8 微 細 剣 離 痕 珪 質 頁 岩 調 2 縁 部 K

9 微 細 剣 離 痕 28 2 瑳 質 頁 岩 縁 部 被熱 K

微 細 剣 離 痕 27 7 珪 質 頁 岩 原面 両縁部 K 42-43

微 細 剣 離 痕 26 7 31 珪 質 頁 岩 調 8 端 部 K

微 細 剣 離 痕 27 2 21 珪 質 頁 岩 縁  部 被熱 K131

微 細 剣 離 痕 瑳 質 貢 岩 剰 縁 部 K133

C3 微 細 剣 離 痕 珪 質 頁 岩 端 部 被熱 K187

第55図 �層出土剥片石器 (7)



ぬ‖鍵
◇     5

8,各層の出土遺物

∩
円
リ

ハ
川

‐―Ｉ

Ｍ

◆    

И

_    12           性司_す_下~―ゴ移動

◆ 金

→

番号 グリッド 器  種 長 (dm) 幅(dm) 厚 (mII) 重(g) 石 材 謎 破損部位 1残存素II面 凹 長 凹 深 凹 度 庸 考 登 録 写 真

1 石 鏃 40 13 瑳 質 頁 岩 雨 両 面 13 13 01 尖端角40° K138 43-1

2 石 鏃 269 12 両面 両 面 16 0112 尖端角50° 43-2
3 石 鏃 (272) (186) 55 瑳 質 頁 岩 両面 基部 尖端角40。 K152 43-3
4 石 鏃 0 15 遊 質 頁 岩 両面 鰤 両 面 0110 43-4
5 石 鏃 (234) 177 9 15 珪 質 頁 岩 両面 鰤 両 面 17 21 0088 43-5
6 石 鏃 (221) (199) 3 16 珪 質 頁 岩 両面 先端・茜錠 両 面 15 43-6
7 石 鏃 5 18 逆 質 買 岩 両面 先端部 両 面 K144 43-7
8 尖鵡 73 珪 質 百 岩 両面 両 面 尖端角55° K183 43-8

番号 グリッド 器  種 長 (td) 幅 (HIm) 厚 (am) 重(g) 石 材 緬 破損 部 位 刃 部 角 刃部深度 備 登 録 写 真
9 不定形 IC 145 294 瑳 質 頁 岩 剣 I+Ⅲ 6 K145 43-9

不定形 IC 91 153 瑳 質 頁 岩 原面 I+Ⅲ 5 K147 43-10

不定形 IC 珪 質 頁 岩 I 縁 部 4 調整後破損 K139 43-11

不定形 IC 29 0 珪 質 頁 岩 二十 11 tt IV 渥軍

“

・ 抗」喘 3 K146 43-13

不定形 IC 37 13 珪質凝灰岩 II 基 部 3 K160 43-12

不定形 IC 珪 質 貫 岩 I 基 都 7 K179 13-14

第56図 �層出土最」片石器 (1)



Ⅱ章 調査の成果
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基 0                5 cm
O/働

レ

⌒

番号 グリット 器  種 長(ID) 幅(m) 厚 (a II) 重(g) 石 材 打面 表面の面構成 破 損部 位 刃 部 角 刃物深度 備   考 登 録 写 真

1 不定形 IC 瑳質頁 岩 J 基 端 3 被熱 43-15

2 不定形 IC 瑳質頁 岩 I tt I十 Ⅲ 基 端 50° [1 43-16

3 不定形 ID 417 97 差質頁 岩 劉 1+Ⅳ 先 端 表50°・裏60' 表6裏 6 K142 43-18

不定形 Hl 91 瑳質頁 岩 I 基端・左縁 10 K174 43-17

5 C3 微細剣離痕 22 0 L� 出土 43-19

6 不定形 IC 77 表35°・裏40° 表7裏 13 43-20

7 77 遊 質 頁 岩 劉 II 43-2]

8 D3 不定形 43 瑳質貢 岩 Ⅳ 基先端・左絡 3 被熱 K169 43-22

番号 グリッド 器  種 長(ma) 幅 (mm) 厚(m) 重(g) 石 材 打面 調 整 部 位 備 考 登 録 写 真

9 二次加工剖片 残質買 岩 棚 表面左縁にm.1 K148 43-23

C3 二次加工剥片 20 7 176 12 買   岩 棚 K156 43-24

C7 二次加工剥片 22 差質頁 培 端部・縁部 43-25

D2 25 7 凝 灰 岩 縁部 43-26

第57図 mII層 出土呆1片石器 (2)
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番号 グ リ ッ ド 器 種 長 (mm) 幅   (m) 厚 (un) 重 (g) 石  材 打面 調整部位 備 考 登 録 図 版
D2+D3 二次 加 工 剣 片 75 42 珪 質 貢 岩 原面 縁部 熱により破損 K102+lil 43-27

2 D4 二次 加 工 剣 片 18 5 73 32 瑳 質 買 岩 調 端部・ 縁部 被熱 K172 43-28
3 F4 二次 加 工 剣 片 32 10 珪 賓 頁 岩 縁部 K184 43-29
4 C2 二次 加 工 剣 片 10 5 45 石英安山岩 剣 端部・縁部 K188 43-30

5 不 明 石 器 14 1 60 13 珪 質 買 岩 K150 43-31

6 C3 不 明 石 器 18 8 10 7 53 07 珪 質 頁 岩 被熱・石鏃の破片 ? K158 43-32

C6 不 明 石 器 84 瑳 質 買 岩 端部 K163 43-33
8 A6 微 細 剣 離 痕 32 瑳 質 貢 岩 剣 縁部 K140 43-3И
9 A6 微 細 剣 離 痕 26 3 34 9 59 珪 質 頁 岩 剣 両縁部 K141 43-35
83 微 細 剣 離 痕 13 3 17 1 黒 曜 石 剣 縁部 K143 43-37

と] C3 微 細 剣 離 痕 49 4 83 80 駐 質 頁 岩 端部・ 縁部 被熱 K153 43-36
12 C3 微 細 剣 離 痕 珪 質 頁 岩 端部 被熱 K154

13 微 細 剰 離 痕 73 32 珪 質 頁 岩 縁部 被 熱 K155
14 C3 微 細 剣 離 痕 14 4 84 12 瑳 質 頁 岩 縁部 被 熱 K157
1 C3+C4 微 細 剣 離 痕 64 5 63 0 珪 質 頁 岩 両縁部 被熱、大が C3・ L� 出上 K77+161 43-38

第58図 mlI層 出土泉」片石器 (3)



Ⅱ章 調査の成果

建(遇

逢 《∪ 2

一

0                5 cn
(73)

季

番号 グ リ ッ ド 器 種 長 (Dd) 幅 (mm) 厚 (4a) 重 (g) 石  材 打面 調整部位 備 考 登 録 図  版

1 微 細 劉 離 痕 43 3 差 質 頁 岩 両端部 基端部 は節理面での折れ K166 43-39

2 微 細 劉 離 痕 28 3 18 珪 質 買 岩 端 部 K168

3 微 細 刻 離 痕 61 差 質 貢 岩 調 7 端 部 折れ面にm.r K173 43-40

微 細 剣 離 痕 22 8 瑳 質 頁 岩 端 部 K176

5 微 細 all離 反 珪 質 買 岩 調 4 両端部 K177 43-41

6 C3 石 核 37 1 珪 質 頁 岩 L Xl出上、被熱 42-44

C3 石 核 54 7 珪 質 頁 岩 L� 出土、被熱 K75 42-45

第59図 �層出土泉↓片石器 (4),石核 (1)



8.各層の出土遺物

0                     5 cm
像/動

番号 グリッド 器   種 長 (Dua) 幅 (I El) 厚 (ma) 重 (g) 石 材 備 考 登  録 図  版

1 しXl 石 核 瑳 質 頁 岩 焼けはじけあり K151 44-1

2 C3、 L III 石 核 67 5 瑳 質 頁 岩 K159 44-2

第60図 �層出土石核 (2)



Ⅱ章 調査の成果

5 cm

(1/21

番号 グリッド 層位 器  種 長   (mI) 吾(am) Pヨ (mal) 重 (g) 石 材 備 考 登  録 図  版

1 A9 � 石 核 緑色凝灰岩 K189 44-3
� 上 石 核 砂   岩 K190 44-4

第61図 石 核 (3)



磨面
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黒変部

8,各層の出土遺物

0                            1 0cm

(1/3 )

(〔
〔::::::::::::))3

番号 グリッド 層位 器 種 ヂ冠 (ma) 準目 (at) 担ヨ (4a) 目三(g) 石 材 備 考 登  録 図  版

1 � 四  石 660 安 山 岩 黒変部あり K191 44-5
2 A7 � 磨凹石 (88) 安 山 岩 破損 K192 44-6

3 D3 �上 磨 石 580 安 山 岩 破損、黒変部あり K193 44-7
xI上 磨  石 1520 扮   岩 剣落あり K194 44-8

5 D3 �上 屠 石 安 山 岩 K195 44-9

第62図 礫石器 (1)



Ⅱ章 調査の成果

権 )

番号 グリッド 層位 器 種 長  (lm) 導目 (IBII) 担語 (DW) 重 (g) 石 材 僑 考 登 録 図 版

1 D3 In上 磨  石 104 1550 緑色凝灰岩 K196
D3 �上 磨 石 135 2820 安 山 岩 K197 44-10

第63図 礫 石 器 (2)



8.各層の出土遺物

A
1 l 6 2 ユ 1

5 3 5 2 3 多

5 2 4 3

3 2 2

5 7 4 多

L�出土石器総数徐1片・砕片含む)

1 4 1 2

2 4 ユ 4 1 2 )

2 7 7 2 3 4 4 歩

4 l 5 身

l 1 4 2 多

5

L Hll出土石器総数 (剥片・砕片含む)

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

L�出土定形・不定形石器

L�出土火熱痕ある石器

A

C

D

E

F

L�出土火熱痕ある石器

4 2 ユ 2 1 1

7 7 6 4 1 5 5 5 ,

9 6 4 多

3 5] 6 13 7

6 6 11 6 ‐２
ノ

9

4.5,A17.A,9,1∩ .11,19113

L�・�定形・不定形石器

第64図 石器のグリッド別出土状況

A

C

D

E

F

L�・�総数



狂章 調査の成果

181 層位不明の遺物 (第65図 )

西壁の一部が雨で崩れた際に出土した土偶頭部である。全体に破損が著しく、輪郭は不明で

ある。表面は眼が浅 くなでつけられて表現されており、鋼落痕があることから眉・鼻は貼付け

られて表現されていたであろう。日は沈線により表現されるようである。裏面も剣落著しいが

胴部から顔面が飛び出すように接合されていたと推定される。頭頂部の後ろには深さ l cln程度

の穴が■とからあけられている。

崩落土中のため伴出遺物はないが、Ⅵ層に含まれていた可能性は高い。縄文時代後期に所属

するものであろう。

5 cm

1/2

第65図 土



下ノ内浦遺跡より出上の植物種子の鑑定報告

東北大学 星 川 清 親

平安時代末期から鎌倉時代初期の間の遺構と考えられる掘立柱建築の柱痕跡より、17粒の植

物種子炭化物が出上した。

鑑定の結果、それらのうち15粒はオオムギ (皮麦)の穀粒であり、 1粒は米粒、 1粒は不明

(オオムギ破片か ?)であった (写真 1、 2を参照)。

粒形はオオムギについては下表に示すごとくであり、その平均値は現在の栽培品種とくらべ

てほぼ等しいものであった。米粒は現在の栽培品種とくらべて短かく、丸形であった。これは

日本型稲と判断される。

表 1.出土穀類の大きさ測定値 (mm)

穀 粒 (炭 化 ) 粒  長 粒  幅 粒  厚

オ オ ム ギ 平 均 2.8

米

(編集者註) 編集者が星川教授に鑑定依頼した当時は、建物跡の時期について上記のように考えていたが、

その後の分析の結果、近世頃の建物跡と結論づけた。ここに訂正する。



皿章 考

Ш章 考   察

(1)奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の遺構には竪穴住居跡 1軒 と掘立柱建物跡があるが、ここでは、出土資料の多い竪

穴住居跡の遺物の年代決定を中心として若干の検討を行ない、整理する。

住居跡出上の遺物としては、土師器不・婉・甕、須恵器不・甕・燃 ?がある。これらの遺物

の大部分 (約80%)は 2層下部の床面直上から出土したものである。床面出上のものは少ない

が、堆積層の状況や土器の特徴から、住居廃絶後から埋没終了までには大きな時期差は無いと

考えられ、住居跡の時期決定に有効な共伴資料として捉えることが可能である。

出土量の多い土師器不をみると、(1)ロ クロ不使用 (2)丸底のものと丸底風の平底のものがあ

る 0)底部から口縁部にかけて屈曲がなく、スムーズに丸味をもって立ち上がる (1のみ屈曲

する)(4)体部に段・沈線のあるものとないものがある (5)外面はヘラケズリ後ヘラミガキ

(94%)で、内面はヘラミガキ・黒色処理であるという特徴をもっている。このような土師器

不は国分寺下層式に比定され、奈良時代-8世紀代に位置付けられている。

仙台市内で、本住居跡の国分寺下層式と同様の特徴をもつ不は、本遺跡 1次調査第 1号住居
註2)                   註3)
跡、六反田遺跡 6次調査第 7号住居跡にみられる。また、土師器甕については、本住居跡のも

ので図示できたものはないが、破片は全てヘラナデであり、昂」毛日は認められない。この甕外

面の特徴も二者と同様であり、ほぼ同一時期であることを示唆している。

次に、実年代の決定のために須恵器不をみると、本住居跡のものは底部だけであるが、底径

8.8cmと大きく、回転糸切り、無調整であるのに対して、前二者のものは平底で、体部下端に丸

味をもち、体部下端から底部全面に回転ヘラケズリの施されているものである。本住居跡のも
註4)       註 5)

のと同様の須恵器不を出土している窯跡としては、松山町次橋窯跡、利府町硯沢窯跡がある。

次橋 1号窯では計10点出上しており、底径の平均値8.5m(7.5～ 10.4cm)、 硯沢窯跡ではB2窯

3点、B15窯 1点、B2～ 4灰原 1点の計 5点出土しており、底径の平均値8.2cm(7.7～8.8cm)

であり、本住居跡のものの底径に近似している。この不は、両方の窯跡 とも共伴する他の不群

を含めた総体 として、 8世紀中葉の年代を与えている。このことから、本住居跡の不も、同様

の年代を与えることが妥当であり、 1次調査第 1号住居跡出上の回転ヘラケズリの不の年代 と

して 8世紀中葉の年代を与えていることと矛盾しな居!以上のことから、本住居跡は奈良時代

中頃、 8世紀中葉の住居跡であると考えられる。

註1)氏家和典 (1967):「陸奥国分寺跡出上の丸底不をめぐってJF柏倉亮吉教授還暦記念論文集』

註2)佐藤・柳沢・工藤 (1983):「下ノ内浦遺跡」Fイ山台市文化財調査報告書第59集』

註3)佐藤 洋 (1987):「六反田遺跡Ⅲ」『イ山台市文化財調査報告書第102集』



1 奈良時代の遺構と遺物

註4)古窯跡研究会 (1983):「次橋須恵器窯跡発掘調査報告」『松山町文化財調査報告書第 1集』

註5)真山・佐藤 (1987):「硯沢・大沢窯跡ほか」『宮城県文化財調査報告書第116集』

註6)註 3報文中では、7号住居跡出土上器を、8世紀前半に位置付けている。これは、六反田遺跡での7号

住居跡出土土器の年代観であり、同様の特徴をもつ土師器群の存続時期を規定するものではなく、本遺

跡での年代と矛盾するものではない。

¢)縄文早期の遺構と遺物

遺物の取り扱い

縄文早期の遺物は、�・�層から出上している。各層の上面からは遺構が検出されており、

二時期にわたる生活面があったことは明らかである。しかし、層中の遺物のうち受熱資料の出

土状況に注目すると、�層、�I層 とも同一石材と考えられる資料が同一地点に集中している。

また、土器も無文土器片が上下層とも分布している。これらのことから両層の遺物については

混在している可能性が強いと考えたい。

土器について

文様によりI～Ⅳ類に分けた。それぞれについて従来の編年にあてはめてみる。 I類は押型

文が施文されており、日計式にあたる。貝殻沈線文土器以前の縄文早期前棄とされている。日

計式の上器は下ノ内浦 2次調査の際にも、19a～22層から出上している。但し、今回のものと

は文様モチーフは異なり、重層菱形文 (矢羽根状文もある可能性あり)のものである。H類は

1点のみであるが、早期中葉の沈線文系土器かもしれない。HI類は早期後葉の条痕文土器であ

る。型式としては槻木 I式、素山Ha式が設定されているが、いずれとも決め難い。ただし、
註 )

表面の沈線文が押し引き手法でない点から考え、素山Ha以前のものであろう。Ⅳ類は無文上

器である。編年位置は不明だが、条痕文以前の可能性を考えたい。口唇部形態には尖るもの丸

みをもつもの、外削ぎ状のものの 3種がある。

註)相原淳一氏より、野島式併行期のものではないか、とのご教示を得た。また、太い沈線を引く例として、

東北北部のムシリ式があげられる

石器について

石鏃

石鏃は�層より12点、�層より7点。計19点が出上している。それらのうち、完形品及び図

上復元可能なものの長幅関係を図示した (第66図 )。 I類は長幅比1.5付近に分布する。H類は

例が少ないが幅に差がみられる。素材面を残すものは13点、残さないものは5点である。

長幅分布を富沢遺跡15次 (早期末葉～前期初頭)、 28次 (早期後葉槻木 I式 )の資料と比較す

る(第67図 )。 28次資料は全体に長軸比が小さくなる。15次資料は当資料に比べ小ぶりのものが

多い。
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石器組成

剣片石器のなかで定形石器と不定形石器 。二次加工ある劉片
。不明石器の比率は、22.3%対

77.7%と なる。不定形石器の中では、 IC類 とした一～二側縁に片面加工を施すものが主体を

占めている。礫石器には磨石、磨凹石、凹石がある。磨石には、礫の平坦面に磨面をもつもの

の他に、稜に磨面をもつ、いわゆる「特殊磨石」が含まれる。

石材について

劉片石器では、珪質頁岩、チャート、石英安山岩、シルト岩、瑳質シルト岩、凝灰岩、珪質

凝灰岩、黒曜石の 8種類がある。微細剣離痕もつものも含めた129点中120点が珪質頁岩であり、

93%を 占める。石核には、珪質頁岩 4点、緑色凝灰岩・砂岩各 1点が用いられる。ただし緑色

凝灰岩・砂岩は石器として使われていない。礫石器では、安山岩、動岩、緑色凝灰岩が用いら

れ、安山岩が多い。

受熱資料について

受熱資料は石器・劉片に見られるが、特に剣片に多い。剖片における受熱資料は点数で59.5%、

重量比で67.9%を 占める。その多くはC3グ リッドから出土しており、当グリッドの剣片。チッ

長幅示数
1.5

。下ノ内浦 3次
。富沢15次
▲富沢28次

第14表

(mml     
Ψ
0

石器組成表

長幅示数

第66図 石鏃長幅関係図 第67図 他遺跡との比較
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第15表 石器組成表 修)
膚  位

分  類
L � L  III 合 計

石器

定 形 13(210) 8(267) 21(223)

不定形・ 二次加工・ 不 明 49(790) 22(733) 71(777)

計

( )内 は層ごとの百分比

( )内 は層ごとの百分比

プ。破片の96.4%が受熱している。受熱資料はC3・ D3グ リッドを中心に�・�I層にわたり

分布するが、その集中部分は�層上面礫の集中部と重なる。このことから、�層上面集石の場

で、火を用いた行為が行われた可能性は高いと考えられる。

土坑について

�層上面で 9基、�層上面で 2基、合計■基の上坑が検出されている。いずれも平面形は長

楕円形で、壁が急で深く、底面にピットをもつものである。このような形態は従来より陥穴と

呼ばれる土坑に類似している。

分類

底面の長軸、短軸、深さの関係から四大別される (第68図 )。

A類 21・ 22号上坑。�I層上面検出のもの。底面形は長楕円形で、深さは70cm以上。長軸方向

は北西。

B類 12・ 14・ 15・ 16・ 18号土坑。�層上面検出。底面形は長方形で、深さは32～ 55cm。 長軸

方向は北西。

C類 13・ 17号土坑。�層上面検出。底面形は長方形で、深さ70cm以上。長軸方向は北西。

D類 19・ 20号土坑。�層上面検出。底面形は長方形で、深さ27cmと 38cm。 長軸方向は19号が

北西、20号が北東。

配置

土坑は主に西側に集中する。13・ 15号土坑と16・ 17号土坑は特に近接する。長軸方向は20号

土坑以外は北西方向であるが、これは等高線に沿っている。陥穴とされる土坑は、数mの間隔

をおいて列状に並ぶ例が紹介されるが、ここでは狭い範囲のため判断できない。

底面施設

全ての上坑の底部中央にはピットが認められ、我ち割りの結果棒状痕跡であるものが大部分

であった。そのなかで、13・ 22号土坑以外の 9基の棒状痕跡には掘り方が認められた。このこ

とより、底面に穴を掘り、数本の棒状のものを埋め込んだものと考えられる。棒状のものにつ

いては、「棒や綱によって動物の足を拘束して外へ出られないようにする仕掛けの一部」とか、
註2)                            H13)

「逆茂木」という解釈が出され、実際に木杭が出上した例もある。今回の上坑群においても杭

状のものが立てられていたと考えられる。

第16表 剣片・チップにおける受熱資料

＼
数 量 (点 ) 重 量 (g)

正  常 受 熱 合  計 正 常 受  熱 合 計

L �
122 35

(583) (296) (704)

L �I 257 05

合 計
215 15

(405) (595) (321)
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深さ■(長軸+短軸十深さ)× 100

oA類

● B類

▲ C類

■ D類

底面短軸

底面長軸  長軸■(長軸十短軸十深さ)× 100

第68図 土坑群の長軸・短軸・深さの関係

oA類
cD B類
珍 C類

罐働 D類

第69図 土坑群の分類
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註1)今村啓爾「霧ケ丘遺跡の上壌群に関する考察」 F霧ケ丘』P131～ 159 1973

註2)菊地実「縄文時代の陥し穴調査法と派生する諸問題―一大原 H遺跡・村主遺跡検出の陥し穴群分析から

一一」『研究紀要』 4働群馬県埋蔵文化財調査事業団 P15～28 1987

註3)北海道東野幌 4遺跡17号 ピット、福島県郡山市赤沼遺跡 1号陥し水状土坑

土坑群の時期

土坑群の検出された�・ �層 は縄文早期前葉～後葉の遺物が混在 していることから、土坑群

は早期後葉 もしくはそれ以降の時期のもの と考 えられる。但 し、�層上面のA類土坑 は早期前

葉～後葉の巾の中に位置づけられよう。
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ま と め

下ノ内浦遺跡第 3次調査においては、縄文時代から近世に及ぶ遺構と遺物が発見された。各

時代の遺構と遺物から、調査地点の歴史的変遷をたどりたい。

1.縄文時代早期と考えられる土坑が発見された。陥し穴とみられるものであり、西方の 2次

調査区で発見された早期の上坑に類似する。 2次調査区 。3次調査区を含めた範囲は、狩猟

域だった可能′l■がある。

2.縄文時代後期前葉の遺物包含層が発見された。遺物は小破片が主で、遺構も伴わないこと

から、西方にある 2次調査区が主な活動拠点で、それらの遺物が 3次調査区に流入している

ものと考えられる。

3.弥生時代～奈良時代に機能していたとみられる濤跡が発見された。

4.奈良時代の住居跡が 1軒発見された。北側の 1次調査区でもほぼ同時期のものが 1軒発見

されており、西方の 2次調査区でも5軒発見されている。また、魚川を挟んだ下ノ内遺跡・

六反田遺跡でも該期の住居跡が発見されており、この周辺に集落が形成されていたと考えら

れる。

5.平安時代の蔵骨器が発見された。蔵骨器内には火葬骨片が存在した。また、平安時代後半

以降と考えられる火葬施設も発見された。

6。 近世頃の建物跡が 3棟発見され、この時期は居住域だったと考えられる。

7.調査では、上記の遺構・遺物の他に、縄文時代と平安～中世未頃の河川跡が発見された。

現在も調査区の南側に気川が流れており、古くから現在に至るまで河川との関わりが深い場

所だったことが分かる。

縄文時代早期には陥し穴がつくられ、狩りの場として使われていた。その場で石器も作っ

ていたようである。その後、土砂の堆積が進んだ後、河川の流路となった。やがて河道が移

動し、その跡が埋没し終わったのは縄文時代後期前棄頃である。それ以後、比較的安定した

地面上に断続的に人間活動の痕跡が残され、奈良時代には集落が営まれた。しかし、平安時

代の初め頃には再び河川の流路となり、地面が大きく削られた。その後、流路の移動につれ

河道は埋まり始めた。堆積層中には埋没過程を理解する鍵となる灰白色火山灰がみとめられ

る。この頃には、一部、葬送に関連する場所として使用されたようである。そして、この河

川は中世未頃にはすっかり埋まりきってしまった。平坦になった地面には数棟の建物が建て

られ、再び生活の場として利用され、現在に至っている。

今後、周辺の調査成果を積み重ねることによって、この地域の歴史的景観の変遷を、より

詳しく推定復元していくことができるであろう。

め
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6 18号土坑 (北東より)
8 18号 土坑底面裁 ち割 り (北東より)

(北東より)

(北東より)

(北東より)
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1 19号土坑 (南西より)
3 19号土坑底面裁 ち割 り (南西より)
5 21号土坑 (北東より)
7 22号土坑 (北東より)

2 19号土坑底面裁ち割り (商西より)
4 20号土坑 (北西より)
6 21号土坑底面 (北東より)
8 22号土坑底面 (北東より)



30 遺物出土状況 l Ⅵ層
3 �層

31 調査風景  1■ 坑の調査
2 X層 掘 り下げ

3 大野田小見学会
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1号河川跡出土遺物 (1)



33 1号河川跡出土遺物 (2)
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34 1号河川跡出土遺物 (3)
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35 2号河川跡・建物跡・溝跡・蔵骨器
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36 1号住居跡・Ⅲ・Ⅳ・V層出土遺物



37 V・ Ⅵ層出
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38 Ⅵ oMl層出土遺物
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39 �層出土土器
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40 �・�層出土土器



♂ 筵

■
　
　
　
　
　
　
　
　
８
揮

　
ｈ〈
．一一一

翠

聯

６７

，Ｖ



麟



ふ　　４一【ギ

‘よ
（・望β
▲

２

ゑ捜
基
‐塾
６

亀
Ａ
・ゑ

が
‐６ギ・磯
監

塾
繊
Ｖ

典 幕

43 Xlll層 出土剣片



44 Xll・ Xlll層出土石核・礫石器



45 土偶頭部

46 炭化殻粒
(P.85星川報告参照)

写真 1

出上した炭化殻類

写真 2

左 :米粒 (側面、左下部が胚 )

中 :オ オムギ (皮麦)の背面

(縦溝面 )

右 :オ オムギ (皮麦)の 腹面、
下端が胚
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その他の骨片

47 火葬骨・ 2号土坑出土骨片
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